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第 2、 第 4土曜日 ・・・・・・・・・・閉室

第 1、 第3、 第5土曜日 ・・・10～ 18時

日
本
山
岳
会
と
私
の
登
山
③

日
本
山
岳
会
に
お
け
る
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
連
鎖
の
軌
跡
０

　

　

重
廣
恒
夫

７０
年
代
か
ら
８０
年
代
に
か
け
て
、
日
本
山
岳
会
は
高
い
日
標
を
か
か

げ
な
が
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
実
践
し
て
き
た
。

各
登
山
隊
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
若
い
隊
員
を
育
て
て
き
た
重
廣
恒

夫
氏
の
２
回
日
は
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
初
登
頂
か
ら
マ
カ
ル
ー
東
稜

ま
で
を
綴

っ
て
も
ら
っ
た
。

海
外
登
山
基
金

日
本

・
中
国

・
ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好

登
山
隊
に
よ
る
世
界
で
初
め
て
の
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
は
、
予
定
通
り
５

月
５
日
に
成
功
し
た
。　
一
次
隊
の
成
功

に
続
い
て
、
さ
ら
に
複
数
の
縦
走
隊
を

送
り
出
す
準
備
を
し
て
い
た
が
、
登
山

の
成
功
と
首
尾
の
完
遂
を
要
求
さ
れ
る

中
国
指
揮
部
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
以

後
の
登
山
活
動
を
断
念
し
た
。
予
定
通

り
の
交
差
縦
走
の
成
果
に
は
あ
る
程
度

の
満
足
感
は
あ
っ
た
が
、
余
力
を
残
し

て
の
登
山
終
了
は
、
こ
の
機
会
に
で
き

る
だ
け
多
く
の
登
項
者
を
出
し
て
お
き

た
い
と
い
う
思
惑
を
打
ち
砕
い
た
。
し

か
し
、
世
に
も
ま
れ
な
巨
大
登
山
隊
は
、

そ
の
後
の
山
岳
会
の
新
た
な
活
動
資
源

を
生
み
出
し
た
。

三
国
友
好
登
山
隊
が
日
本
山
岳
会
に

も
た
ら
し
た
資
源
は
、
若
い
会
員
た
ち

と
剰
余
金
で
あ
る
。
交
差
縦
走
は
読
売

グ
ル
ー
プ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
に

行
な
わ
れ
た
登
山
で
あ
っ
た
の
で
費
用

の
心
配
は
な
か
っ
た
が
、
自
前
で
の
募

金
の
強
化
、
国
外
費
の
為
替
差
益
、
購

入
予
定
の
登
山
装
備
の
ほ
と
ん
ど
を
寄

贈
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

な
ど
で
、
７
０
０
０
万
円
の
剰
余
金
を

生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
今
西
壽
雄
総
隊

長
、
大
塚
博
美
副
総
隊
長
の
配
慮
に
よ

り
、
登
山
隊
事
務
局
、
山
岳
会
の
財
務

担
当
と
の
協
議
の
結
果
、
今
後
の
海
外

登
山
の
振
興
に
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、

「海
外
登
山
基
金
」
が
、

８９
年
に
創
設
（中

国

・
日
本

・
ネ
パ
ー
ル
ー
９
８
８
年
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
／
サ
ガ
ル
マ
タ
友
好
登
山

隊
報
告
書
ｏ
『山
岳
』
第
九
十
四
年
、
１

９
９
９
年
に
詳
述
）
さ
れ
た
。

９０
年
～
９２
年
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

三
国
友
好
登
山
が
成
功
裏
に
終
わ
り
、

‐

祝
賀
会
が
ラ
サ
、
カ
ト
マ
ン
ズ
、
北
京
、
趙

東
京
と
順
を
追

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
ラ

サ
空
港
を
飛
び
立

っ
た
ボ
ー
イ
ン
グ
７1992年 10月 、未踏の最高峰ナムチャバルワに登頂

甕

黛:
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２
７
は
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ネ
パ
ー
ル
ヘ
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
眼
下
に
し
な
が
ら
カ

ト
マ
ン
ズ
ヘ
と
向
か
っ
た
。
峨
々
た
る

山
並
み
を
眺
め
な
が
ら
、
頭
の
中
に
は

次
の
目
標
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
た
。

８０
年
、

８７
年
、
そ
し
て
８８
年
と
成
都

か
ら
ラ
サ
を
往
復
す
る
た
び
に
額
を
こ

す
り
つ
け
て
眺
め
た
世
界
最
高
の
未
踏

峰
を
登
り
た
い
と
い
う
夢
で
あ
る
。

８０

年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
が
成
功
し
た

帰
路
、
宮
下
秀
樹
副
隊
長
は
そ
の

「夢

の
山
」
へ
の
登
山
許
可
申
請
を
北
京
で

行
な
っ
た
が
、
い
る
よ
い
返
事
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
東
京
で
の
交
差
縦
走
の

祝
賀
会
に
来
日
し
た
中
国
登
山
協
会
の

幹
部
の
感
触
を
確
か
め
、
再
び
登
山
許

可
申
請
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
９０
年
８

月
、
中
華
人
民
共
和
国
国
家
体
育
運
動

委
員
会
か
ら
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
特

別
登
山
許
可
を
受
け
取

っ
た
。

９１
年
に
登
山
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

秋
の
偵
察
登
山
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ

た
。
神
秘
の
山
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た

孤
峰
に
は
、
登
項
を
確
実
に
す
る
た
め

の
情
報
が
余
り
に
も
少
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
偵
察
の
同
行
は
、
当
時
若
手

の
信
望
を
集
め
て
い
た
早
坂
敬
二
郎
氏

と
大
西
宏

・
佐
藤
正
倫
と
し
た
。

８４
年

の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
以
降
、
山
岳

会
の
今
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
山
岳
部

出
身
者
が
中
心
に
な
る
と
感
じ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

９１
年
の
登
山
隊
で
は
高

見
和
成
氏
に
登
攀
隊
長
を
お
願
い
し
、

木
本
哲
に
も
加
わ

っ
て
も
ら
っ
た
。
ナ

ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
北
西
壁
の
岩
壁
帯
は
登

攀
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
な
い
と

通
過
で
き
な
い
の
と
、
若
い
人
達
に
登

攀
技
術
の
伝
承
を
し
た
い
と
の
思
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

１０
月
１６
日
、
並
外
れ
た
体

力
で
ル
ー
ト
開
拓
の
牽
引
役
と
な
っ
て

い
た
大
西
隊
員
を
雪
崩
で
失

っ
た
。
降

雪
直
後
の
行
動
が
事
故
の
要
因
で
あ
っ

た
が
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い

事
故
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
ご
遺
族
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
葬
儀

・
荼
毘
が
現

地
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
登
山
を
再

開
し
た
が
、
Ｈ
月
３０
日
、
す
で
に
冬
の

様
相
を
呈
す
る
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
か
ら

撤
退
し
た
。

１２
月
７
日
、
他
の
隊
員
よ
り
ひ
と
足

先
に
帰
国
し
た
私
は
晩
餐
会
場
で
登
山

の
報
告
を
し
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
の

再
挑
戦
を
訴
え
た
。
山
岳
会
内
に
お
い

て
も
再
度
の
登
山
隊
の
派
遣
と
私
の
登

山
隊
長
続
行
に
つ
い
て
の
是
非
を
巡

っ

て
は
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
今

回
か
ぎ
り
の
許
可
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
に
も
次
年
度
の
登
山
隊
に
は
登
山
の

絶
対
の
成
功
と
安
全
の
確
保
と
い
う
二

重
の
足
枷
で
挑
む
こ
と
に
な
っ
た
。

９２
年
の
日
本
側
メ
ン
バ
ー
は
、

８８
年

の
友
好
登
山
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

山
本

一
夫
氏
を
登
攀
隊
長
に
、
三
谷
統

一
郎
、
山
本
篤
、
佐
藤
正
倫
、
青
田
浩

が
隊
員
と
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
側
隊
員
と

共
に
全
員
登
項
を
め
ざ
し
た
。
前
年
の

失
敗
の
要
因
に
、
激
し
く
変
化
す
る
ナ

ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の
天
候
予
測
が
十
分
で

な
か
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
っ
た
の
で
、

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
登
山
隊
で
気
象

を
担
当
し
た
飯
田
肇
の
参
加
要
請
と
気

象
ロ
ボ
ッ
ト
、
気
象
衛
星
の
受
像
な
ど

の
導
入
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
正
確

な
気
象
予
測
は
で
き
て
も
荒
れ
狂
う
悪

天
を
制
御
で
き
な
い
現
実
と
闘
い
な
が

ら
、

１０
月
３０
日
に
は

一
次
隊
６
人
が
未

踏
の
項
に
立
ち
、
翌
日
、
二
次
隊
の
５

人
も
登
項
し
た
。

１
９
４
０
年
、
『ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
１２
巻
の
巻
頭
を
飾

っ
た

一
枚
の

写
真
に
、
世
界
の
登
山
家
が
そ
の
登
項

を
渇
望
し
、
山
岳
会
が
１０
年
以
上
も
抱

き
続
け
た
夢
の
実
現
と
同
時
に
、
日
中

国
交
正
常
化
２０
周
年
の
記
念
に
華
を
添

え
た
の
で
あ
っ
た
。

９５
年
マ
カ
ル
ー

８０
年
５
月
１０
日
、
北
京
時
間
の
午
後

９
時
、
尾
崎
隆
隊
員
と
共
に
北
壁
か
ら

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
項
上
に
到
達
し
た
時
、

夕
日
が
西
方
の
遥
か
彼
方
に
沈
む

一
瞬
、

巨
大
な
塊
と
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
た

眼
前
の
マ
カ
ル
ー
が
朱
に
染
ま
っ
た
。

そ
の
強
烈
な
輝
き
は
、
帰
路
８
６
０
０

際
川
で
ビ
バ
ー
ク
し
、
朦
朧
と
し
た
意
識

の
な
か
で
も
鮮
烈
な
印
象
と
し
て
残

っ

た
。８７

年
１２
月
末
、
翌
年
に
実
施
す
る
交

差
縦
走
の
偵
察
の
た
め
マ
カ
ル
ー
上
空

を
飛
ん
だ
。
広
大
な
マ
カ
ル
ー
山
塊
に

あ
っ
て
、
カ
ン
シ
ュ
ン
川
か
ら

一
気
に

項
上
に
延
び
る
荒
々
し
い
東
稜
に
目
を 上空から望むマカルー。頂上から右手の稜線が東稜

目 2

(藤
感
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奪
わ
れ
た
。
そ
し
て
９２
年
、
ナ
ム
チ
ャ

バ
ル
ワ
の
日
中
合
同
登
山
隊
が
成
功
し

た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、
マ
カ

ル
ー
東
稜
の
登
山
許
可
申
請
を
行
な
っ

た
。

９３
年
１０
月
、
中
国
登
山
協
会
か
ら

登
山
許
可
を
受
け
取
り
、
山
岳
会
創
立

９０
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
実
行
に
移

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
登
山
隊
で
は
世
代
交
代
を
意
識

し
た
。
な
ぜ
な
ら
ど
ん
な
に
優
れ
た
組

織
で
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
の
運
営
が
長

く
続
く
と
、
そ
の
全
体
能
力
は
先
細
り

し
て
組
織
の
疲
弊
に
気
が
つ
か
な
い
こ

と
が
多
い
。
組
織
に
は
常
に
新
し
い
血

を
注
い
で
新
陳
代
謝
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
常
識
で
あ
り
、
山
岳

会
や
登
山
隊
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
継
続
的
に
登
山
隊
を
組
織
す
る

必
要
が
あ
り
、
組
織
運
営
を
次
代
の
会

員
に
委
ね
る
こ
と
を
考
え
て
、
登
攀
隊

長
は
山
本
宗
彦
と
し
た
。
「登
項
」
「成

功
」
と
い
う
二
文
字
を
獲
得
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
た
め
の
隊
員
選
考
が
必
要

で
あ
る
が
、
山
岳
会
の
記
念
事
業
で
も

あ
っ
た
の
で
会
報
を
通
じ
た
公
募
と
、

各
支
部
に
会
員
派
遣
の
要
請
を
行
な
っ

た
。

８８
年
の
交
差
縦
走
隊
メ
ン
バ
１
５

名
に
、
新
た
に
山
岳
会
に
入
会
し
た
田

辺
治
は
母
校
信
州
大
学
や
日
本
ヒ
マ
ラ

ヤ
協
会
、
群
馬
岳
連
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
に
参
加
し
た
歴

戦
の
雄
で
あ
り
、
松
原
尚
之
、
谷
川
太

郎
ら
の
若
手
に
加
え
、
当
時
ま
だ
学
生

で
あ
っ
た
竹
内
洋
岳
、
荒
井
俊
彦
な
ど

次
代
を
担
う
構
成
で
今
回
も
全
員
登
項

を
め
ざ
し
た
。

９５
年
２
月
中
旬
、
先
発
隊
が
ネ
パ
ー

ル
に
入
っ
た
が
、
当
地
は
未
曾
有
の
大

雪
で
十
分
な
偵
察
も
で
き
な
い
ま
ま
本

隊
を
迎
え
て
の
登
山
活
動
と
な
っ
た
。

予
想
外
の
難
路
と
悪
天
候
の
た
め
に
苦

闘
の
毎
日
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
ス
ー
ン

の
到
来
を
迎
え
た
こ
と
と
、
隊
員
の
疲

弊
も
激
し
く
な
っ
た
の
で
、
５
月
１８
日

に
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
に
到
達
し

た
の
を
機
に
項
上
に
到
る
ル
ー
ト
を
変

更
し
た
。
８
月
２１
日
、
田
辺
・山
本
篤
・

松
原

・
荒
井
の
４
名
が
、
翌
２２
日
、
山

本
宗
彦
登
攀
隊
長

・
小
野
岳

・
谷
川

・

竹
内
の
４
名
が
プ
ラ
ト
ー
よ
り
登
頂
し
、

２５
日
に
全
員
無
事
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

に
帰
着
し
て
登
山
は
終
わ

っ
た
。
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
を
去
る
前
夜
、
「
マ
カ
ル
ー

登
頂
は
大
き
な
感
動
で
あ
っ
て
も
、
ほ

ん
の
わ
ず
か
な
体
験
で
し
か
な
い
こ
と

を
自
覚
し
、
更
な
る
研
鑽
を
し
て
、
新

た
な
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
ほ
し

い
」
と
結
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

日
本
山
岳
会
は
１
９
７
６
年
か
ら
１

９
９
５
年
ま
で
の
２０
年
間
で
、

２２
隊
の

登
山
隊

・
偵
察
隊
に
２
０
５
人
の
会
員
、

３０
人
の
学
生
部
隊
員
、

２０
人
の
非
会
員

を
派
遣
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
山
岳
会

で
の
経
験
を
糧
と
し
て
、
多
く
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
に
邁
進
し
て
大
き
な
成
果
を

あ
げ
た
こ
と
は
、
青
年
部
に
よ
る
９６
年

の
Ｋ
２
南
南
東
リ
ブ
か
ら
の
大
量
登
項
、

９７
年
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
、

９８
年
の
カ

ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
北
面
か
ら
の
登
項

な
ど
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
の
回
数
を
重
ね
た
隊
員

（２
回
以
上
の
参
加
は
４３
名
）
た
ち
が
、

そ
の
後
母
校
の
目
標
達
成
の
原
動
力
と

な
っ
た
こ
と
で
物
語

っ
て
い
る
し
、
マ

カ
ル
ー
東
稜
が
初
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
で
あ
っ
た
竹
内
洋
岳
の
、
そ
の
後
の

活
躍
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ

は
５０
年
前
の
マ
ナ
ス
ル
登
項
を
嗜
矢
と

す
る
山
岳
会
に
お
け
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

の
連
鎖
の
成
果
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
疑

わ
な
い
。

し
か
し
そ
の
後
、
組
織
の
継
続
を
念

頭
に
お
い
た
事
業
は
減
少
し
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
の
連
鎖
も
途
切
れ
て
し
ま

っ
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
若
年
者
の
減
少
だ

け
で
は
な
く
、
体
育
系
の
ク
ラ
ブ
自
体

が
衰
退
し
て
い
る
社
会
現
象
下
で
は
い

た
し
方
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

山
岳
会
に
お
い
て
は
高
所
登
山
研
究
委

員
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
途
絶
の
大
　
３

き
な
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
未
知
、
観

未
踏
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

が
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
で
は
あ

る
が
、
山
岳
会
と
い
う
組
織
の
存
続
を

考
え
た
時
、
山
岳
会
の
目
指
す
べ
き
理

想
を
再
確
認
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
概
念
を
構
築
し
、
具
現
化
す
る
筋

道
を
描
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
再
び
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
第

一
歩
を

踏
み
出
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。　
一
枚
の
地
図
か
ら
始
ま

る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
、
１
０
０
年
を
過
ぎ

た
日
本
山
岳
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
ゆ
る
ぎ
な
き
情
熱
と
温
故
知
新
か

ら
の

一
歩
前
進
で
あ
る
。

1995年 5月 、長大な東稜からマカルー登項に成功
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第
９
回

「森
の
勉
強
会
」

ボ
ル
ネ
オ
島
の
熱
帯
雨
林

私
の
発
案
で
始
ま
っ
た
こ
の
学
習
会

の
目
的
は
、
山
岳
会
会
員
の
森
林
力
養

成
に
よ
る
自
然
保
護
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

で
あ
る
。
森
林
の
生
態
を
知
ら
ず
に
、

正
し
い
自
然
保
護
は
で
き
な
い
。

１
９
９
９
年
以
来
、声
生
原
生
林
（４

回
）
、
自
山
千
振
尾
根
、
伊
勢
神
宮
宮
域

林

（２
回
）
、
そ
の
他
な
ど
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
て
き
た
。

最
近
の
森
林
生
態
学
の
先
端
テ
ー
マ

は

「生
物
多
様
性
」
、
「共
生
」
、
「共
進

化
」
、
「地
域
生
態
文
化
」
で
あ
る
。
そ

の
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
熱
帯
雨
林

が
最
適
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
熱
帯
雨

林
は
伐
採
に
よ
り
消
滅
に
向
か
い
つ
つ

あ
り

（石

弘
之

『世
界
の
森
林
破
壊
を

追
う
』
朝
日
新
聞
社
刊
）
、
遅
れ
ぬ
う
ち

に
見
て
お
き
た
い
と
い
う
切
迫
感
が
加

わ
り
、
今
回
の
実
施
と
な
っ
た
。

第
８
回
「森
の
勉
強
会
」
（神
宮
の
森
）

な
か
しずか

で
主
任
講
師
を
し
て
も
ら
っ
た
中
静

透
先
生

（当
時
、
綜
合
地
球
環
境
学
研

究
所
教
授
、
現

・
東
北
大
学
教
授
）
の

導
き
と
、
２
日
間
に
わ
た
る
現
地
指
導

に
よ
っ
て
、
こ
の
勉
強
会
が
実
現
で
き

東
海
支
部
　
橋
村

一
豊

た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
な
お
、

参
加
者
は
９
名

（東
海
支
部
６
、
首
都

圏
２
、
関
西
支
部
１
）
で
、
期
間
は
６

月
６
日
～
１３
日
で
あ
っ
た
。

目
的
地

世
界
で
最
も
樹
木
の
多
様
性
が
高
い
、

ラ
ン
ビ
ル
ヒ
ル
ズ
国
立
公
園
内
の
京
都

大
学
研
究
林
（Ｆ
日ヽ
ぴ
暉
目
〓
∽
Ｚ
ユ
８
ユ

”
”
「Ｆ
〓
∵
ｒ
∽
”
『”■
”Ｆ
〓
ユ
ミ
のこ

。

「種
子
散
布
者
と
し
て
重
要
な
昼
行
性

霊
長
類

（サ
ル
）
を
失

っ
た
ラ
ン
ビ
ル

の
森
は
、
た
と
え
現
在
は
ま
だ
樹
木
の

高
い
多
様
性
を
示
し
て
い
て
も
、
そ
れ

は
遺
存

（レ
リ
ッ
ク
）
に
す
ぎ
ず
、
そ

の
多
様
性
を
つ
く
り
出
し
、
維
持
し
て

き
た
力
は
も
は
や
働
い
て
い
な
い
」
（湯

本
貴
和

『熱
帯
雨
林
』
岩
波
新
書
）

こ
こ
を
研
究
拠
点
と
し
て
日
本
各
地

の
大
学
か
ら
院
生
、
研
究
者
や
教
官
が

来
て
、
常
時
２０
人
く
ら
い
活
動
し
て
い

る
。
こ
の
森
の
開
拓
者
で
、
世
界
に
誇

れ
る
逸
材
の
故

・
井
上
民
二
京
大
生
態

学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
は
、
ブ
ル
ネ
イ

か
ら
ミ
リ
ヘ
向
か
う
航
空
機
の
墜
落
事

サバ洲

E

r\'>7\v - 7)
(7"wV'( )

ポ)レネオ島

“

′́汀 口響篠)

カリマンタン島
(イツドネシアロ争絲 )

N

チ
"

故
で
早
逝
さ
れ
た
が
、
そ
の
夫
人

・
栄

子
さ
ん
が
三
棟
の
立
派
な
研
究
所
を
寄

付
さ
れ
、
私
た
ち
も
こ
こ
で
入
林
の
用

意
を
し
た
り
、
休
ん
だ
り
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

森
へ
の
行
き
方

マ
レ
ー
シ
ア
の
国
土
は
、
マ
レ
ー
半

島
南
部
と
、
南
シ
ナ
海
を
へ
だ
て
た
ボ

ル
ネ
オ
島
北
部
と
に
分
か
れ
る
。
ラ
ン

ビ
ル
ヒ
ル
ズ
の
森
は
後
者
に
あ
る
。
コ

タ

・
キ
ナ
バ
ル
空
港
へ
は
関
空
と
成
田

か
ら
直
行
便

（約
６
時
間
）
が
あ
り
、

そ
こ
で
ロ
ー
カ
ル
フ
ラ
イ
ト
に
乗
り
継

ぎ
、
１
時
間
で
ミ
リ
ヘ
着
く
。
ミ
リ
は

ホ
テ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
大
き
な
町
で
、

森
へ
は
５０
分
の
ド
ラ
イ
ブ
。

生
物
多
様
性

識
別
さ
れ
た
生
物
種
は
、
カ
ー
ル

・

フ
ォ
ン

・
リ
ン
ネ
以
来
３
５
０
年
た
つ

が
、
わ
ず
か
１
４
１
万
種
。
未
識
別
種

は
お
よ
そ
５
千
万
種
と
推
定
さ
れ

（ウ

イ
ル
ソ
ン
、
１
９
９
２
年
）
、
識
別
率
は

7/

七レベ`ズ)多

θ
°

κ颯■_L上_■コ

ランビ生生′レだの`森 0丘コ壁生
コア・ヤ

ク・ν ミリ

商>ナん *

(太ネ泉内がマンーシア)

1片ラフク州

ジキフ,1←
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わ
ず
か
２

ｏ
８
で
に
す
ぎ
な
い
。
１
４

１
万
種
の
５０
～
８０
７
が
熱
帯
雨
林
に
い

る
。
熱
帯
雨
林
と
は
、
ま
さ
に
生
物
多

様
性
の
宝
庫
で
あ
る
。

ラ
ン
ビ
ル
ヒ
ル
ズ
の
研
究
林
に
あ
る

５２
わ
の
調
査
プ
ロ
ッ
ト
で
は
、
大
阪
市

立
大
学
の
山
倉
拓
夫
博
士
が
率
い
る
チ

ー
ム
が
胸
高
直
径
１
費
ン以
上
の
木
本
３３

万
本
に
タ
グ
を
つ
け
、
計
測
調
査
す
る

と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を

完
遂
し
、
１
２
０
０
種
以
上
の
樹
木
を

同
定
し
た
。
稚
内
か
ら
西
表
島
ま
で
、

日
本
全
土
の
分
布
樹
種
が
１
０
０
０
だ

か
ら
、
ラ
ン
ビ
ル
ヒ
ル
ズ
の
種
数
が
い

か
に
多
い
か
が
わ
か
る
。
こ
の
数
値
は

世
界
記
録
で
あ
る
。

共
生動

物
と
の
共
生
関
係
な
し
に
は
、
植

物
の
生
存
と
繁
殖
は
あ
り
え
な
い
。
共

生
は
普
遍
的
で
あ
り
、
相
利
共
生

（ミ

ュ
ー
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
）
が
生
物
多
様
性

を
維
持
す
る
根
幹
で
あ
る
。
相
利
共
生

は
次
の
４
つ
か
ら
な
る
。

①

栄
養
共
生

（菌
根
菌
の
は
た
ら
き
）

②

送
粉
共
生

（昆
虫
、
鳥
、
獣
な
ど
の

ポ
リ
ネ
ー
タ
）

③

散
実
共
生

（ジ
ャ
ン
セ
ン
＝
コ
ー
ネ

ル
仮
説
、
大
型
動
物
に
よ
る
種
散
布
）

④

防
衛
共
生

（ア
リ
に
よ
る
被
食
防

衛
）詳

細
は
略
す
が
、
今
回
は
ラ
ン
ビ
ル

ヒ
ル
ズ
の
森
で
防
衛
共
生

（ア
リ
と
オ

林冠歩道 (キ ャノピーウェー)を先導する中静教授

オ
バ
ギ
）
の
実
例
を
詳
し
く
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

共
進
化

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
と
は
別
の
原

理
と
し
て
の
進
化
を
促
す
力
。
相
利
共

生
に
よ
り
発
現
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
原
理

よ
り
進
化
圧
が
強
い

（故

・
井
上
博
士

の
所
説
）
。

林
冠
生
物
学

温
帯
林
は
三
層
か
ら
な
る
が
、
ラ
ン

ビ
ル
ヒ
ル
ズ
の
森
は
五
層
か
ら
な
る
。

林
床
か
ら
３０
際
月
以
上
の
高
さ
に
生
物
活

動
が
あ
る
。

３０
際
川
か
ら
７０
際
川
の
林
冠
（キ

ャ
ノ
ピ
ー
）
を
観
察
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
そ
の
た
め
の
巨
大
ク
レ
ー
ン
、
梯

子
、
空
中
回
廊
な
ど
を
利
用
。
視
界
が

よ
く
、
登
る
と
さ
わ
や
か
で
気
持
ち
が

よ
い
。

地
域
生
態
文
化

故

・
中
尾
佐
助
会
員
が
提
唱
さ
れ
た

「照
葉
樹
林
文
化
論
」
の
発
想
。
栽
培
植

物
と
林
産
物
に
よ
り
食
生
活
を
営
む
地

域
文
化
を
再
考
す
る
。
こ
れ
な
し
で
は

２１
世
紀
の
持
続
的
森
林
利
用
が
先
細
る
。

中
静
先
生
が
段
取
り
し
、
同
行
し
て
く

れ
た
山
棲
み
の
民
、
イ
バ
ン
族
の
集
合

住
宅

（ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
、
長
屋
）
訪
問

と
、
長
老
や
住
人
と
の
対
話
は
有
意
義

で
あ
っ
た
。
麹
を
用
い
て
イ
ン
デ
ィ
カ

米
か
ら
作
ら
れ
た
、
酸
味
の
快
い
酒
は
、

洗
練
さ
れ
た
味
で
と
て
も
う
ま
か
っ
た
。

森
林
の
樹
木
を
識
別
す
る
と
き
、
こ

の
人
達
の
助
け
に
頼
る
こ
と
が
多
い
と
、

中
静
先
生
は
言

っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
他

サ
バ
州
の
世
界
遺
産
洞
窟
見
学
、
観

光
用
の
空
中
回
廊
、
コ
タ

・
キ
ナ
バ
ル

市
内
観
光
な
ど
に
３
日
を
費
や
し
た
が
、

さ
し
た
る
知
的
刺
激
を
受
け
る
も
の
で

も
な
く
、
省
略
す
る
。
次
回
か
ら
は
こ

の
日
程
は
切
り
捨
て
た
い
。

こ
れ
か
ら

ラ
ン
ビ
ル
ヒ
ル
ズ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

タ
デ
ィ
、
原
住
民
訪
間
は
再
催
行
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

猥 5
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山
形
支
部

支
部

初
夏
の
帯
釈
山
と
田
代
山

６
月
２４
～
２５
日
、
７
月
の
支
部
山
行

を
行
な
っ
た
。
１
週
間
前
に
山
開
き
が

行
な
わ
れ
た
ば
か
り
の
帝
釈
山
、
田
代

山
へ
の
１
泊
２
日
の
山
行
で
あ
る
。

２４
日
１０
時
に
酒
田
、
鶴
岡
よ
り
参
加

の
２
名
と
山
形
市
内
の
４
名
が
合
流
し
、

ま
ず
は
今
夜
の
宿
、
湯
ノ
花
温
泉
へ
と

向
か
う
。
途
中
、
喜
多
方
で
は
旅
人
気

分
で
蔵
の
街
を
散
策
し
、
名
物
の
ラ
ー

メ
ン
を
賞
味
す
る
。
湯
ノ
花
温
泉
の
民

宿

「か
じ
や
」
に
は
１６
時
頃
到
着
。
さ

っ
そ
く
温
泉
を
楽
し
み
、
夕
食
時
に
は

明
日
の
天
気
を
祈

っ
て
、
ま
ず
は
乾
杯

す
る
。

２５
日
、
晴
れ
。
６
時
出
発
。
福
島
、

栃
木
両
県
境
に
ま
た
が
る
林
道
を
、
猿

蔵
登
山
口
へ
と
車
を
走
ら
せ
る
。
駐
車

場
は
す
で
に
混
み
あ
っ
て
い
た
。
ひ
ん

や
り
と
し
た
朝
の
空
気
に
、
足
元
も
軽

や
か
に
は
こ
ぶ
。
日
の
差
し
込
む
沢
道

で
は
、
ひ
と
き
わ
紫
色
の
花
が
映
え
る
。

ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
カ
ズ
ラ
だ
ろ
う
か
。

コ
メ
ツ
ガ
や
、
ブ
ナ
な
ど
の
樹
林
帯

を
急
登
す
る
と
、
大
き
く
開
け
た
青
空

が
目
の
前
に
現
わ
れ
、
小
田
代
湿
原
に

出
た
。
青
空
の
下
、
湿
原
に
咲
く
ヒ
メ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
淡
紅
色
の
小
さ
な
壺
型

の
花
を
枝
先
に
つ
け
、
タ
テ
ヤ
マ
リ
ン

ド
ウ
は
淡
い
青
紫
色
に
陽
が
当
た
り
、

輝
い
て
い
た
。

さ
ら
に
進
み
、
急
な
登
り
に
さ
し
か

か
る
。
登
り
き
っ
て
広
大
な
見
晴
ら
し

の
田
代
山
山
項
に
着
い
た
。
山
項
に
は
、

池
塘
を
ぐ
る
り
と
巡
る
木
道
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
可
憐
な
花
々
が

一
面
に
咲

き
競
う
木
道
を
散
策
し
、
大
満
足
、
気

分
は
最
高
だ
。

帝
釈
山
へ
と
進
む
頃
、
少
し
ず
つ
雲

の
動
き
が
気
に
な
っ
て
き
た
。
弘
法
太

子
堂
の
避
難
小
屋
か
ら
先
、
針
葉
樹
林

帯
の
中
に
は
ま
だ
残
雪
が
あ
っ
た
。
そ

の
傍
ら
に
は
オ
サ
バ
ク
サ
の
白
い
花
が

一
面
に
群
生
し
、
私
達
を
喜
ば
せ
て
く

だ
よ
り

全国各地の支部から、

それぞれの活動状況を、

北から南へとリポー ト

します。

れ
た
。
絶
滅
危
惧
種
と
の
出
合
い
は
、

な
に
よ
り
の
収
穫
で
あ
る
。

帝
釈
山
山
項
で
は
視
界
が
悪
く
、
３

６
０
の
展
望
に
は
出
合
え
ず
残
念
。
次

回
に
期
待
し
よ
う
。

頭
の
中
で
山
頂
か
ら
の
展
望
、
山
座

同
定
を
描
い
て
み
る
。
北
は
笠
倉
山
か

ら
は
じ
ま
っ
て
北
束
の
安
達
太
良
山
、

東
は
明
神
山
、
南
東
の
筑
波
山
、
南
西

の
浅
間
山
、
西
の
巻
機
山
、
北
西
の
会

津
駒
ヶ
岳
な
ど
…
…
。

木
道
を
行
き
か
う
人
々
の
傍
ら
に
咲

く
可
憐
な
花
々
、
初
め
て
遭
遇
し
た
冬

眠
鼠

（ヤ
マ
ネ
）
の
姿
な
ど
、
ま
さ
に

山
項
の
楽
園
で
の
実
に
楽
し
い
山
行
で

あ
っ
た
。

（長
岡
昭
雄
）

ア
ル
バ
イ
ン
・
フ
オ
ト
・ビ
デ

オ
・ク
ラ
ブ
山
形
展
開
催

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト

・
ビ
デ
オ

・
ク

ラ
ブ

（Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｖ
Ｃ
）
の
山
岳
写
真
展

「心
に
映
る
山
々
」
山
形
展
を
、
７
月
２１

日
か
ら
２７
日
ま
で
、
酒
田
市
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
の
モ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

写
真
展
示
は
、
川
嶋
新
太
郎
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ｖ
Ｃ
副
代
表
の
指
揮
の
も
と
、
地
元
会

員
の
協
力
を
得
て
行
な
っ
た
。

会
場
は
、
ホ
ー
ル
や
図
書
館
な
ど
を

併
設
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

市
民
と
利
用
者
の
通
路
に
な
っ
て
い
る
。

宣
伝
は
、
山
形
支
部
が
支
部
会
員
に

郵
送
し
た
写
真
展
開
催
案
内
と
、
ロ
コ
　
６

ミ
、
写
真
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
馴
染
み
　
爾

の
写
真
店
に
置
い
て
も
ら
っ
た
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
初
日
か
ら
山
や
写
真
の
愛

好
者
が
見
に
来
て
く
れ
た
。

２
日
日
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
の
記
者
が

取
材
に
訪
れ
、
地
元
会
員
の
志
田
郁
夫

さ
ん
の
作
品

「鳥
海
登
行
」
や
、
羽
田

栄
治
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｖ
Ｃ
代
表
の
作
品
「岩
塊
・

サ
ス

・
ボ
ル
ド
イ
」
と
会
場
風
景
を
撮

影
、
当
日
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
２

回
放
映
さ
れ
た
。

当
地
で
の
展
示
会
は
３
回
日
と
な
り
、

日
本
山
岳
会
と
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｖ
Ｃ
の
存
在
が

市
民
の
間
に
知
ら
れ
て
は
き
た
が
、
翌

日
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
来
場
し
た

ガスのかかった帝釈山山項にて

鰺
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人
が
多
く
な
っ
た
。
さ
す
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

ニ
ュ
ー
ス
で
の
放
映
効
果
に
は
絶
大
な

も
の
が
あ
る
と
感
じ
た
。

期
間
中
、
約
２
０
０
０
人
近
く
の
来

場
者
が
あ
り
、
山
岳
写
真
を
鑑
賞
し
た
。

人
ロ
ー０
万
人
余
の
地
方
都
市
で
、
２

で
も
の
人
が
来
場
し
て
く
れ
た
と
い
う

こ
と
は
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
文

化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も

「今
回
は
、
作

品
も
良
い
し
観
客
も
多
か
っ
た
」
と
嬉

し
い
こ
と
を
言

っ
て
く
れ
た
。

会
場
で
の
感
想
は

「や
っ
ば
り
山
の

写
真
は
い
い
の
―
」
「山
の
写
真
は
機
材

を
背
負

っ
て
登
ら
ね
ば
撮
れ
な
い
か
ら

大
変
だ
の
―
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

（菅
原
恒
男
）

中
央
分
水
嶺
踏
査
を
終
え
て

大
分
県
内
に
お
け
る
中
央
分
水
嶺
の

踏
査
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
当
支
部
を

活
性
化
さ
せ
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
「ふ

る
さ
と
の
山
」
に
つ
い
て
、
登
山
者
の

日
か
ら
見
た
問
題
点
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
せ
て
く
れ
た
。

活
性
化
の
要
因
は
、
踏
査
の
立
案
段

階
か
ら
実
施
ま
で
の
間
に
、
支
部
会
員

と
会
友
の
ほ
ぼ
全
員
が
何
ら
か
の
形
で

参
加
し
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
親
睦
・

相
互
理
解
も
含
め
て
、
組
織
と
行
動
の

面
で
結
束
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
第

一
で

あ
る
。

日
本
山
岳
会
の
創
立
１
０
０
周
年
の

時
点
で
、
東
九
州
支
部
は
４５
周
年
で
あ

り
、
間
も
な
く
５０
周
年
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
の

準
備
と
い
う
こ
と
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

活
性
化
は
今
後
に
き
っ
と
良
い
結
果
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
ま
た
、

踏
査
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
山
岳
会
そ
の
も
の
の
知
名
度
を
ア

ッ
プ
さ
せ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

「ふ
る
さ
と
の
山
」
が
抱
え
た
問
題
点

は
い
る
い
る
あ
っ
た
。
踏
査
は
行
程
の

ほ
と
ん
ど
が
藪
こ
ぎ
だ

っ
た
。
つ
ま
り
、

ご
く

一
部
を
除
い
て
未
踏
に
近
い
も
の

霧
一
■
一一

だ

っ
た
。
会
員
た
ち
は
、
最
近
経
験
す

る
こ
と
の
な
い
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
め

い
た
も
の
を
体
験
し
、
心
を
躍
ら
せ
た

も
の
で
あ
る
。

反
面
、
そ
の
中
で
、
山
地
が
予
想
以

上
に
荒
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
植

生
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
て
い
る

自
然
林
は
良
い
と
し
て
も
、
人
工
林
の

部
分
が
手
入
れ
も
さ
れ
な
い
ま
ま
に
荒

廃
し
て
い
る
の
だ
。
近
年
の
林
業
の
不

振
や
後
継
者
不
足
で
間
伐
も
ま
ま
な
ら

ず
に
衰
え
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
先
年

の
強
い
台
風
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
木
々

が
、
始
末
も
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
地
域
も
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
里
山
を
含
め
て

「忘
れ
ら

れ
て
い
る
山
」
が
目
立

っ
た
。
か
つ
て

は
登
山
者
や
ハ
イ
カ
ー
の
訪
れ
も
あ
っ

た
山
が
、
最
近
は
見
向
き
も
さ
れ
な
く

な
り
、
登
山
道
が
完
全
に
荒
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。　
一
方
で
、
有
名

な
山
に
は
登
山
者
が
集
中
し
、
登
山
と

い
う
行
為
自
体
が
自
然
破
壊
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。
特
定
の
山
へ
の
過
度
の
集

中
と
、
そ
の
逆
の
無
視
と
の
間
で
、
登

山
の
対
象
と
な
る
べ
き
山
の
姿
が
両
極

端
へ
と
進
ん
で
い
る
。

根
底
に
は
、
い
わ
ゆ
る
百
名
山
ブ
ー

ム
も
あ
る
。
当
支
部
が
選
定
し
て
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
を
出
版
し
た

『大
分
百
山
』

に
も
責
任
が
あ
る
だ
ろ
う
。
百
山
に
は
　
７

訪
れ
る
人
も
多
く
、
ル
ー
ト
も
そ
れ
な
　
艤

り
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
選
定
に
も

れ
た
山
が

「忘
れ
ら
れ
た
山
」
に
な
っ

て
い
る
。
特
に
最
近
の
中
高
年
登
山
ブ

ー
ム
に
加
え
て
、
「山
は
連
れ
て
行

っ
て

も
ら
う
も
の
」
と
の
風
潮
も
要
因
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
自
主
的
な
登
山
計
画

を
た
て
る
こ
と
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
の
指

導
の
下
で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
式
の
登
山

を
す
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
現
実
が

あ

る
。

未
踏
の
尾
根
を
歩
き
、
か
つ
て
の
登

山
を
思
い
起
こ
す
機
会
と
も
な
っ
た
分

水
嶺
踏
査
の
な
か
で
考
え
た
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（梅
木
秀
徳
）

約2000人 の来場者があり、好評であった写真展の会場

γ

久住山頂にて

東
九
州
支
部

｀
`「

・
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輌
耐
Ｉ
ｓ

図
書
交
換
会
を
１７
年
ぶ
り
に

復
活
し
ま
す

図
書
委
員
会

「図
書
交
換
会
」
は
松
方
二
郎
名
誉
会

員
の
発
案
で
、
１
９
６
８
年
に

「山
岳

図
書
交
換
即
売
会
」
と
し
て
第
１
回
が

開
か
れ
、
そ
の
後
８９
年
ま
で
毎
年
、
図

書
委
員
会
が
開
催
し
て
い
た
も
の
で
す
。

「交
換
会
」
と
銘
打

っ
て
い
ま
す
が
、
会

員
か
ら
不
要
に
な
っ
た
山
岳
図
書
を
つ

の
り
、
入
手
を
希
望
す
る
他
の
会
員
に

図
書
委
員
会
が
取
り
次
ぐ
と
い
う
も
の

で
す
。

か
つ
て
の
図
書
交
換
会
は
、
交
換
会

当
日
の
出
席
を
前
提
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
主
な
出
品
図
書
リ
ス
ト

を
会
報
に
掲
載
し
、
郵
便
で
の
入
手
申

し
込
み
も
受
け
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
地
方
在
住
会
員
も
幅

広
く
参
加
で
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
山
岳
図
書
を
他
の

会
員
に
譲

っ
て
も
よ
い
と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
図
書
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
１０
月
末
日
ま
で
に
、
出
品
図
書
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。
雑
誌
類
は
原
則
と
し

て
お
断
わ
り
い
た
し
ま
す
（な
お
、詳
細

は
１９
パ
‐
「
ｉ

ｎ
ｆ

ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
参

照
）
。

・
頒
布
価
格
は
図
書
委
員
会
に

一
任
く

だ
さ
い
。
特
に
希
望
価
格
が
あ
る
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
頒
布
が
成
立
し
た
場
合
は
、

８０
７
を

出
品
者
に
、

２０
で
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
お
よ
び
図

書
委
員
会
の
手
数
料
と
し
、
郵
送
費
そ

の
他
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
頒
布
が
成
立
し
な
か
っ
た
図
書
は
、

送
料
受
取
人
払
い
で
出
品
者
に
返
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
送
を
希
望
さ

れ
な
い
場
合
は
、
処
分
は
図
書
委
員
会

に

一
任
く
だ
さ
い
。

●
入
手
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ベージです。どしどしご投稿く

ださい。 (紙面に限りがありま

すので、 1点 につき1000字程

度でお願いします)

選
を
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
図
書
交
換
会
は
、

０７
年
３
月

に
ル
ー
ム
で
開
催
予
定

（日
時
は
未
定
）
。

出
品
図
書
リ
ス
ト

・
頒
布
価
格
は
、
会

報

『山
』
２
月
号
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。
詳
し
い
入
手
方

法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
の
都
度
、
会

報

『山
』
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

伝
統
あ
る
行
事
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

で
、
山
岳
図
書
に
い
っ
そ
う
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で

す
。
多
く
の
会
員
の
参
加
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

北
大
の
山
小
屋
展

大
森
久
雄

７
月
中
旬
、
北
海
道
の
山
に
行

っ
た

お
り
、
札
幌
で
北
大
の
総
合
博
物
館
を

の
ぞ
い
て
み
た
。
以
前
訪
れ
た
時
は
時

間
不
足
で
だ
い
ぶ
は
し
ょ
っ
た
の
で
こ

ん
ど
は
ゆ
っ
く
り
と
見
て
回
っ
た
。
北

大
の
沿
革
と
学
術

・
研
究
活
動
を
紹
介

し
て
お
り
、
北
海
道
の
ほ
か
地
球
の
３

極

（北
極

・
南
極

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
を
対

象
と
す
る
種
々
の
研
究

・
調
査
な
ど
が

豊
富
な
資
料
で
解
説
さ
れ
て
い
て
興
味

深
か
っ
た
。

建
学
１
３
０
年
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
ほ
か
に
企
画
展
示
と
し
て

「北
海
道

大
学
の
山
小
屋
展
」
も
同
時
開
催
さ
れ

て
い
た
。
北
大
所
属
の
山
小
屋
と
し
て

は

「
ヘ
ル
ベ
チ
ア

・
ヒ
ュ
ッ
テ
」
が
有

名
だ
が
、
そ
の
他
に
同
じ
く
手
稲
山
に

あ
る

「パ
ラ
ダ
イ
ス

・
ヒ
ユ
ッ
テ
」
と
、

「奥
手
稲
山
の
家
」
、
ま
た

「空
沼
小
屋
」
、

「無
意
根
小
屋
」
と
、
今
は
合
計
５
つ
の

山
小
屋
を
持

っ
て
い
る
。
「奥
手
稲
山

の
家
」
「空
沼
小
屋
」
「無
意
根
小
屋
」

の
３
つ
も
北
大
所
有
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。１

９
２
０
年
代
の
末
、
北
大
の
ド
イ

ツ
語
教
師
グ
ブ
ラ
ー
や
ス
イ
ス
人
の
ハ
　
８

ン
ス

・
コ
ー
ラ
ー
、
マ
ッ
ク
ス

・
ヒ
ン
　
爾

デ
ル
な
ど
、
山
と
ス
キ
ー
を
愛
好
す
る

人
た
ち
や
、
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰

っ
た

山
崎
春
雄
な
ど
が
、
ス
イ
ス
の
山
小
屋

（ヒ
ュ
ッ
テ
ン
）
生
活

（レ
ー
ベ
ン
）
を

再
現
し
よ
う
と
し
て
建
設
し
た
の
が
最

初
だ
と
い
う
。
こ
れ
も
ま
た
な
か
な
か

に
楽
し
い
展
示
で
、
思
わ
ぬ
儲
け
も
の

で
あ
っ
た
。
Ｂ
５
判
８４
パ
‐
の
立
派
な
解

説
冊
子

（定
価
７
０
０
円
）
も
で
き
て

い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
そ
ち
ら

で
詳
細
を
見
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

展
示
は
９
月
３
日
ま
で
で
あ
っ
た
。

北
大
は
５
つ
も
の
山
小
屋
を
札
幌
か

ら
至
近
の
場
所
に
保
有
し
て
い
る
。
授
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業
や
勤
め
を
終
え
て
か
ら
で
も
利
用
で

き
る
と
こ
ろ
に
持

っ
て
い
る
と
は
贅
沢

で
、
う
ら
や
ま
し
い
こ
と
だ
。

翌
日
、
「パ
ラ
ダ
イ
ス
・ヒ
ュ
ッ
テ
」
を

訪
れ
て
風
趣
の
あ
る
そ
の
た
た
ず
ま
い

を
外
か
ら
眺
め
、
北
尾
根
を
歩
い
て
下

っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
北
大
構
内
の

一
隅
に
山

岳
館
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
探
し
て
た

ず
ね
て
み
た
。
正
門
か
ら
構
内
見
物
を

し
な
が
ら
歩
い
て
お
よ
そ
４０
分
と
い
う

「僻
遠
の
地
」
に
あ
る
の
を
探
し
あ
て

た
が
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
た
。
山
小
屋

風
の
い
い
感
じ
の
造
り
で
、
北
大
山
の

会
所
属
と
い
う
こ
と
だ
。
見
学
に
は
０

Ｂ
の
紹
介
か
、
事
務
に
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
。

．　
　
″

‐

北大の、手稲パラダイス 0ヒ ュッテ

来
春
、
西
大
台
入
山
規
制
へ

田
村
義
彦

自
然
公
園
法
は

「保
護
」
と

「利
用
」

の
両
立
し
難
い
目
的
を
掲
げ
て
き
た
が
、

環
境
省
は
２
０
０
２
年
に
、
特
別
保
護

地
区
に
僅
か
に
残
さ
れ
て
い
る
原
生
的

自
然
を
保
全
し
、
質
の
高
い
自
然
体
験

を
持
続
す
る
た
め
に
「利
用
調
整
地
区
」

を
新
設
す
る
画
期
的
な
法
改
正
を
行
な

っ
た
。
「保
護
」
と

「利
用
」
の
両
立
を

図

っ
た
苦
肉
の
策
と
い
え
る
。
当
初
は

知
床
と
小
笠
原
を
予
定
し
て
い
た
よ
う

だ
が
、
地
元
の
意
向
で
頓
挫
し
た
。

一
方
、
環
境
省
は
０５
年
に
策
定
し
た

「大
台
ヶ
原
自
然
再
生
推
進
計
画
」
の
中

に
、
西
大
台
を
利
用
調
整
地
区
に
指
定

す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。
自
然
再
生

推
進
計
画
評
価
委
員
会
利
用
対
策
部
会

で
論
議
を
重
ね
、
本
年

（０６
）
２
月
に
、

利
用
適
正
化
計
画
検
討
協
議
会
が
設
置

さ
れ
た
。
専
門
委
員
・関
係
行
政
機
関
・

関
係
公
共
交
通
機
関

・
地
域
住
民

・
山

岳
団
体

・
自
然
保
護
団
体

・
応
募
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
３０
数
名
で
構
成
さ
れ
、
日
本
山

岳
会
も
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
。

計
画
の
基
本
理
念
と
区
域
に
つ
い
て

は
直
ち
に
合
意
が
得
ら
れ
た
が
、
規
制

利用調整地区に指定予定の西大合の森林

人
数
に
つ
い
て
は
総
量
規
制
か
ピ
ー
ク

カ
ッ
ト
か
で
難
航
し
た
。
判
断
の
根
拠

と
し
て
は
、

０５
年
の
統
計
数
値
し
か
な

い
た
め
、
厳
密
な
科
学
的
論
議
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
環
境
省
は
総
量
規
制
を

退
け
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
基
準
を
次
の

よ
う
に
決
め
た
。
「１
日
あ
た
り
の
総
利

用
者
数
の
上
限
」
と
し
て
、
●
繁
忙
期

の
土
日
祝
日
＝
１
０
０
人
、
●
繁
忙
期

の
平
日
、
繁
忙
期
以
外
の
土
日
祝
日
＝

５０
人
、
・
繁
忙
期
以
外
の
平
日
＝
３０
人

と
し
た
。
ま
た

「１
団
体
あ
た
り
の
人

数
の
上
限
」
を
１０
人
と
し
た
。

「１
日
あ
た
り
の
上
限
」
は
多
過
ぎ
る

が
、
環
境
省
は
こ
の
基
準
を
、
「理
想
を

掲
げ
つ
つ
現
実
的
な
数
値
を
行
政
判
断

し
た
」
と
し
て
、
今
後
、
毎
年
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
評
価
を
計
画
に
反
映
さ
せ
、

下
方
修
正
の
可
能
性
を
認
め
た
。
今
後

に
期
待
す
る
し
か
な
い
。

計
画
案
は
協
議
会
の
合
意
を
得
た
。

今
後
、
９
月
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
Ｈ
月
の
中
央
審
議
会
に
諮
ら

れ
る
。
承
認
さ
れ
れ
ば
明
春
１
月
に
利

用
調
整
地
区
の
告
示
、
３
月
に
利
用
適

正
化
計
画
の
公
表
を
経
て
、
４
月
か
ら

管
理
が
開
始
さ
れ
る
。
日
本
で
初
め
て

の
利
用
調
整
地
区
と
な
る
。

一
方
、
環
境
省
に
代
わ

っ
て
実
務
を

行
な
う
指
定
認
定
機
関
に
地
元
上
北
山

村
が
手
を
挙
げ
て
い
る
が
、
国
の
財
政

措
置
が
望
め
な
い
状
況
で
難
航
が
予
想

エベレスト街道の高品質のロッジに泊まる
シャンボチェ・パノラマ・ホテルにも2連泊
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さ
れ
る
。
も
し
責
任
あ
る
引
受
け
手
が

無
い
場
合
、
こ
の
制
度
は
瓦
解
す
る
。

理
想
を
追
う
政
策
だ
け
に
、
国
の
英
断

を
望
む
。

入
山
手
続
き
は
郵
便
か
ネ

ッ
ト
で

申
込
み
、
手
数
料
１
人
１
０
０
０
円
を

納
入
す
る
と
先
着
順
で
決
め
ら
れ
て
立

入
認
定
証
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
を

大
台
ヶ
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
持
参

し
て
、
本
人
確
認
の
う
え
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
、
入
山
す
る
こ
と
に
な
る
。

「山
村
正
光
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」
開
催

三
好
ま
き
子

６
月
２４
日
、山
梨
県
甲
斐
大
泉
の
「
ロ

ッ
ジ
山
旅
」
で
、
昨
年
末
に
亡
く
な
っ

た
山
村
正
光
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
開
か
れ

た
。世

話
人
を
つ
と
め
る
大
森
久
雄

・
横

山
厚
夫

ｏ
松
沢
節
夫
の
各
氏
を
は
じ
め

と
し
て
、
夫
人
の
山
村
秀
子
さ
ん
、
令

嬢
の
聖
さ
ん
も
ま
じ
え
て
、
総
勢
１９
名

が
集
ま
っ
た
ロ
ッ
ジ
は
ほ
と
ん
ど
満
杯
。

参
加
者
の
中
に
は
、
片
岡
博

・
藤
本

一

美

ｏ
古
屋
学
而

・
神
長
幹
雄
の
４
氏
の

顔
ぶ
れ
も
見
え
、片
岡
さ
ん
が
語
る
「山

ち
ゃ
ん
は
ね
…
…
」
と
い
う
言
葉
に
、

交
流
の
長
さ
と
深
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

「
ロ
ッ
ジ
山
旅
」
は
、
山
村
さ
ん
と
な

じ
み
の
深
い
宿
で
も
あ
り
、
山
村
さ
ん

の
思
い
出
話
を
肴
に
、
お
酒
と
お
し
ゃ

べ
り
が
は
ず
む
楽
し
い

一
夜
と
な
っ
た
。

「お
酒
と
に
ぎ
や
か
な
こ
と
が
大
好
き

な
山
村
さ
ん
だ
か
ら
、
自
分
が
こ
こ
に

い
な
い
の
を
残
念
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う

ね
」
と
大
笑
い
す
る

一
幕
も
あ
り
、
時

間
が
た
つ
の
が
も

っ
た
い
な
い
よ
う
な

夜
だ
っ
た
。

橋
本
龍
太
郎
氏
の
温
顔
を
偲
ぶ

三
ツ
石

清

愛
知
の
万
博
の
開
催
に
あ
た
り
、
表
、

裏
と
も
に
尽
力
さ
れ
た
橋
本
龍
太
郎
氏

が
逝
去
さ
れ
た
。
東
海
支
部
の
最
高
顧

間
で
あ
り
、
支
部
の
数
々
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

遠
征
の
時
に
は
、
親
し
く
ネ
パ
ー
ル
奥

地
ま
で
遠
征
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
慰

間
に
行
か
れ
た
。

６８
歳
の
若
さ
で
の
逝

去
に
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

先
生
が
蔵
相
の
こ
ろ
、
山
岳
会
の
晩

餐
会
が
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
あ
り
、

７０
歳
そ
こ
そ
こ
で
あ
っ
た
私
も
参
会
し

た
。
私
は
そ
の
頃
、
環
境
庁
自
然
保
護

局
嘱
託
と
し
て
、
自
然
公
園
指
導
員
の

森林はモリゃハヤシではない
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腕
章
を
付
け
て
、
全
国
の
国
立
公
園
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
精
励
し
て
い
た
。
晩
餐

会
に
は
皇
太
子
さ
ま
も
会
員
と
し
て
参

会
さ
れ
て
お
り
、
壇
上
で
行
な
わ
れ
て

い
る
行
事
を
見
上
げ
て
お
ら
れ
た
。

会
食
も
終
わ
り
、
さ
て
自
由
談
話
の

時
間
に
な
っ
た
。
私
が
橋
本
氏
に

「大

臣
、
知

っ
て
お
り
ま
す
か
」
と
緑
の
腕

章
を
見
せ
る
と
、
「あ
あ
、
よ
く
知

っ
て

る
よ
、
上
高
地
で
見
か
け
る
よ
」
「貴
下

の
よ
う
な
高
官
が
こ
ん
な
こ
と
を
知

っ

て
い
る
と
は
、
偉
い
」
嘱
託
が
無
給
で

あ
る
の
で
、
い
く
ら
か
で
も
手
当
を
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
い
、
こ
の
機
会
に
と
、

話
し
か
け
た
。
そ
こ
ヘ
ド
ヤ
ド
ヤ
と
女

子
会
員
が
私
た
ち
を
と
り
ま
き
、
カ
メ

ラ
の
パ
チ
パ
チ
が
は
じ
ま
っ
た
。
勿
論
、

ド
ヤ
ド
ヤ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
元
は
、
若
い

大
臣

（橋
本
氏
）
の
人
気
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

以
後
、
あ
の
晩
の
印
象
、
橋
本
氏
の

温
顔
は
大
切
な
思
い
出
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。現

在
、
私
は
９３
歳
で
車
椅
子
人
間
で

あ
る
。
老
人
保
健
施
設
で
、
山
岳
書
や

文
学
書
の
耽
読
の
毎
日
を
お
く
っ
て
い

る
。
時
々
、
山
行
の
夢
を
見
る
。
あ
の

頃
は
、
本
部
主
催
の
親
睦
山
行
に
東
海

支
部
か
ら
毎
回
参
加
し
た
も
の
だ
と
、

懐
か
し
く
回
想
し
て
い
る
。
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橋
本
龍
太
郎
さ
ん

追
悼

2006年 7月 1日没

享年68

橋
本
龍
太
郎
先
生

湯
浅
道
男

私
は

「誰
も
が
自
分
だ
け
で
大
切
に

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
日
を
追

っ
て

大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
く
、
珠
玉
の
よ

う
な
想
い
出
―
そ
れ
は
橋
本
龍
太
郎
先

生
と
の
ア
ジ
ア
の
山
旅
で
あ
る
」
と
の

書
き
出
し
で
、
あ
る
新
間
に
載
せ
た
エ

ッ
セ
イ
が
あ
る
。
１
９
７
３
年
、
Ｒ
Ｃ

Ｃ
Ⅱ
同
人
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
登
山

隊
が
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
秋
季
初
登
項

に
成
功
し
た
。
そ
の
と
き
の
総
隊
長
が

橋
本
龍
太
郎
先
生
。
そ
れ
以
降
、
ネ
パ

ー
ル
ヘ
行
く
と
き
は
必
ず
私
を
誘

っ
て

く
れ
た
。
先
生
は

「だ

っ
て
、
ネ
パ
ー

ル
と
い
う
国
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は

君
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
、
独
特
の
い
た

ず
ら
小
僧
の
よ
う
な
笑
み
と
瞳
で
応
え

て
く
れ
た
。
実
は
、
そ
の
後
の
ネ
パ
ー

ル
通
い
の
目
的
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
医
療

施
設
の
整
備
の
た
め
で
あ

っ
た
。

三
国
合
同
登
山
隊
の
と
き
は
、
中
国

政
府
の
要
請
に
よ
る
会
談
の
た
め
北
京

で
時
間
を
と
り
す
ぎ
、
や
っ
と
の
思
い

で
北
側
Ｂ
Ｃ
を
、
そ
の
後
南
側
（ネ
パ
ー

ル
）
Ｂ
Ｃ
を
そ
れ
ぞ
れ
激
励
訪
間
、軍
用

ヘ
リ
で

一
気
に
Ｂ
Ｃ
へ
到
着
し
た
。
Ｂ

Ｃ
は
５
４
０
０
際
川
を
超
え
る
高
さ
。
そ

れ
で
も
、
悪
名
高
い
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

を
登
る
、
と
い
う
意
気
込
み
を
示
さ
れ

た
。
そ
ん
な
と
き
、
厚
生
省
か
ら
先
生

帰
国
の
た
め
の
職
員
を
派
遣
し
た
、
と

い
う
情
報
が
入
り
、
直
ち
に
下
山
を
す

る
決
意
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
ヘ
リ
が
故
障
。
や
む
な
く
、
正
午
、

Ｂ
Ｃ
か
ら
歩
行
で
下
山
開
始
、
実
に
十

二
時
間
か
け
て
ペ
リ
チ
ェ
ヘ
到
着
し
た
。

人
業
で
は
な
い
、
責
任
感
の
み
。

飛
行
機
待
ち
の
カ
ト
マ
ン
ズ
滞
在
中
、

病
院
を
視
察
さ
れ
た
。
国
立
の
大
病
院

で
す
ら
、
ベ
ッ
ド
も
満
足
に
な
く
、
多

く
の
子
供
た
ち
が
床
に
寝
か
さ
れ
た
姿

を
見
て
涙
さ
れ
た
。
帰
国
後
、
直
ち
に

病
院
整
備
の
検
討
を
指
示
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
ネ
パ
ー
ル
行
き
は
、

そ
の
成
果
の
さ
り
気
な
い
状
況
視
察
と

い
っ
て
よ
い
。
奥
様
も
誘

っ
て
、
橋
本

先
生
と
い
う
方
は
そ
う
い
う
お
人
で
あ

っ
た
。

若
き
日
の
龍
太
郎
さ
ん

近
藤
隆
治

麻
布
中
高
校
時
代
の
橋
本
龍
太
郎
さ

ん
は
大
変
や
ん
ち
ゃ
な
青
年
で
し
た
。

父
、
橋
本
龍
伍
さ
ん
が
厚
生
大
臣
を
辞

め
て
暇
が
で
き
た
時
、
母

・
正
さ
ん
と

高
校
生
だ
っ
た
龍
太
郎
さ
ん
を
連
れ
て
、

燕
か
ら
槍
、
キ
レ
ッ
ト
を
越
え
て
穂
高

へ
の
縦
走
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
足
の
不
自
由
だ

っ
た
父
、
龍
伍

さ
ん
は
義
足
に
松
葉
杖
で
の
山
行
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
の
時
を
知
る
、
槍
ヶ
岳

山
荘
の
穂
苅
貞
雄
さ
ん
は
、
父
親
や
ガ

イ
ド
の
姿
を
見
て
、
山
が
好
き
に
な
っ

た
の
で
は
と
言
い
ま
す
。

そ
の
頃
、
私
の
い
た
山
岳
部
を
羨
ま

し
そ
う
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
彼

は
、
校
合
の
屋
上
で
飯
合
ユ炊
さ
ん
を
し

て
は
怒
ら
れ
、
ま
た
屋
上
か
ら
Ｈ
ミリ麻

ザ
イ
ル
で
の
懸
垂
下
降
の
練
習
中
、
大

時
計
を
狂
わ
せ
針
の
部
分
に
自
分
の
名

前
を
書
き
込
ん
で
証
拠
を
残
し
、
先
生

に
大
目
玉
を
く

っ
た
も
の
で
し
た
。

彼
は
早
く
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
夢
見
て

い
ま
し
た
が
、
親
友
が
穂
高
で
遭
難
し

て
か
ら
暫
く
山
に
行
か
ず
、
慶
応
で
剣

道
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
員
に
な
っ
た
の
ち
、
私
の
山
岳
映
画

の
仲
間
で
、
日
本
の

一
流
ク
ラ
イ
マ
ー

の
集
団
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
奥
山
章
氏

か
ら
誰
か
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
相
応
し
い

人
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
相
談
が

あ
っ
た
の
で
、
龍
太
郎
さ
ん
を
紹
介
し

た
の
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
夢
に
繋
が
っ
た

の
で
し
た
。

３６
歳
で
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
壁
へ
挑
戦
、

国
会
の
合
間
を
縫

っ
て
行

っ
た
が
、
南

壁
は
失
敗
。
１
９
８
４
年
、
日
本
山
岳

会
創
立
８０
周
年
記
念
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ

ン
ガ
、

８８
年
５
月
５
日
に
は
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
三
国
合
同
隊
の
総
隊
長
を
務
め
成

功
、
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
と
の
関

係
に
も

一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

龍
太
郎
さ
ん
が
、
日
本
山
岳
会
の
恒
例
　
１

の
晩
餐
会
で
は
皇
太
子
殿
下
と
席
を
共
　
饉

に
し
、
「殿
下
は
お
酒
が
お
強
い
か
ら
い

つ
も
負
け
て
し
ま
う
よ
」
と
嬉
し
そ
う

に
語
る
顔
が
今
で
も
浮
か
び
ま
す
。
国

会
を
は
じ
め
ど
こ
に
行
く
に
し
て
も
、

常
に
上
級
登
攀
ガ
イ
ド
認
定
証
と
日
本

山
岳
会
の
会
員
証
を
必
ず
持
ち
歩
き
、

誇
ら
し
げ
に
見
せ
て
い
た
も
の
で
す
。

罐
里
小
籠
”Ｌ天
意
賀
は
し
も
と
・り
ゅ
う
た
ろ
う
）

元
衆
議
院
議
員
で
、９６
年
か
ら
２
年
半
総

理
大
臣
を
歴
任
。
中
学
時
代
か
ら
登
山
を

始
め
、
い
く
つ
か
の
日
本
山
岳
会
登
山
隊

で
総
隊
長
を
務
め
る
。
日
本
山
岳
ガ
イ
ド

協
△
天
ム長
。
山
岳
会
に
は
７９
年
１０
月
入
会
。
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舌
や
ヽ
力
σ

・「
川

墨
里

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

６
月
２５
日
、
伊
那
市
役
所
ホ
ー
ル
で

「自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
私
た
ち
の
未
来

―

伊
那
谷
の
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
探
る
」
と
題
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
入
笠
山
周
辺
に
計
画
さ
れ
て

い
る
大
規
模
な
風
力
発
電
基
地
の
建
設

に
関
連
し
て
、
地
元
山
岳
団
体
な
ど
１４

団
体
が
主
催
し
、
日
本
山
岳
会
自
然
保

護
委
員
会
な
ら
び
に
信
濃
支
部
が
、
伊

那
市
、
日
本
自
然
保
護
協
会
、
日
本
野

鳥
の
会
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
と
並
ん
で

後
援
参
加
し
、
側
自
然
保
護
基
金
が
協

賛
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
森
武
昭
会
員

（神
奈
川
工

科
大
学
教
授
）
が

「自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演

を
行
な
い
、
菊
地
敏
朗
さ
ん

（山
岳
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

生
ロ

め
ら
れ
た
。
当
会
か
ら
の
参
加
者
も
、

東
京
や
信
濃
支
部
か
ら
２０
数
名
に
の
ぼ

り
、
会
場
を
埋
め
た
２
２
０
名
の
人
た

ち
と
共
に
、
４
時
間
に
わ
た
り
熱
心
に

議
論
に
聴
き
入
っ
た
。

風
力
発
電
は
、
太
陽
光
発
電
と
並
ん

で
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
が
発
生
せ
ず
、

し
か
も
資
源
的
に
枯
渇
の
心
配
の
な
い

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
、
国

策
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
今
ま
で
は
、
日
本
各
地
の
海
岸
や

草
原
を
中
心
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
近
年
は
、
装
置
の
大
型
化
と
施

設
の
大
規
模
化
が
進
み
、
立
地
も
海
岸

線
や
草
原
だ
け
で
な
く
山
岳
地
帯
に
ま

で
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

入
笠
山
周
辺
で
計
画
さ
れ
て
い
る
三

つ
の
計
画
は
、
日
本
で
最
初
の
山
岳
地

帯
で
の
本
格
的
商
用
発
電
計
画
で
、
風

車

一
基
の
高
さ
が
１
０
０
房
、
発
電
能

力
が
毎
時
１
０
０
０
～
１
６
７
０
キ

ロｗ
ッ

級
の
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
３０
基
と
い

Ｅ
Ｒ

豊
丁

日本山岳会の

各委員会、同好会の

活動報告です

シンポジウム会場の前で

う
大
規
模
な
も
の
。
こ
の
建
設
の
た
め

に
は
、
基
礎
工
事
、
取
り
付
け
道
路
の

建
設
を
含
む
大
規
模
な
山
岳
環
境
の
改

変
が
予
想
さ
れ
る
。
当
然
、
景
観
へ
の

影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
し
、
猛
禽
類
な

ど
の
衝
突
事
故
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

従
来
、
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
ク
リ

ー
ン
で
枯
渇
の
心
配
の
な
い
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
け

が
先
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
建

設
に
伴

っ
て
山
岳
環
境
を
著
し
く
壊
す

恐
れ
が
あ
る
な
ら
ば
、
見
過
ご
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が
、
自
然
保

護
委
員
会
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
、

長
所
と
問
題
点
、
世
界
と
日
本
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
入
笠
山
の
計
画
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、
良
い
判
断
材
料
が
提
供
で
き

た
と
思
う
。
　
　
　
　
　
（山
川
陽

一
）

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
フ
ラ
ワ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
高

山
植
物
が
南
北
に
長
い
日
本
列
島
と
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
ど
う
分
布
が
異
な

る
か
、
東
西
に
山
脈
が
延
び
る
ス
イ
ス

ア
ル
プ
ス
、
同
じ
ロ
シ
ア
の
コ
ー
カ
サ

ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
そ
の
分
布
種
類
と
ど

う
違
う
か
、
こ
の
日
で
観
察
す
る
た
め

に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

７
月
１３
日
、
や
ま
学
研
１７
名
は
新
潟

に
集
合
、
空
路
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
ヘ
。

２
日
日
、
ロ
シ
ア
国
内
航
空
で
カ
ム
チ

ャ
ツ
カ
の
州
都
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク

ヘ
。
３
日
目
、
六
輪
駆
動
車
で
デ
コ
ボ

コ
道
を
揺
ら
れ
ア
バ
チ
ャ
山
麓
Ｂ
Ｃ
ヘ

向
か
う
。
午
後
は
ラ
ク
ダ
山

（１
４
６

５
肝
）
ヘ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
、
さ
っ
そ
く

多
種
の
高
山
植
物
に
出
合
え
た
。

４
日
日
は
ア
バ
チ
ャ
山

（２
７
４
１

屑
）
登
項
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
天
候

が
良
く
な
い
の
と
、
前
日
の
降
雪
で
凍

り
つ
く
雪
面
を
み
て
登
項
を
断
念
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
０
０
い
川
の
展
望
台
か
ら

饉 12

ご
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ア
バ
チ
ャ
山

・
コ
リ
ャ
ー
ク
山

（３
４

５
６
鮮
）
の
展
望
を
楽
し
む
。
帰
途
、

カ
ム
チ
ャ
ッ
ス
キ
ー
ビ
ッ
チ
原
野
の
高

山
植
物
を
見
学
。
網
走
の
小
清
水
原
生

花
園
を
１０
倍
ほ
ど
雄
大
に
し
た
よ
う
な

所
で
、
海
抜
０
い
川
で
の
高
山
植
物
の
観

察
が
で
き
る
。

５
日
日
、
六
輪
駆
動
車
で
バ
チ
カ
ゼ

ツ
高
原
へ
。
北
海
道
の
知
床
連
山

・
知

床
五
湖
に
似
た
風
景
の
高
山
植
物
帯
の

中
を
歩
く
。
昭
和
３０
年
代
の
北
ア
ル
プ

ス
を
思
い
出
す
。
白
色
の
○
○
イ
チ
ゲ
、

黄
色
の
○
○
キ
ン
バ
イ
、
赤
色
の
○
○

コ
ザ
ク
ラ
と
言

っ
た
と
お
り
、
○
○
に

ハ
ク
サ
ン

（ま
た
は
ハ
ク
バ
）
、
エ
ゾ
と

入
れ
た
親
類
の
高
山
植
物
が
繁
茂
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。
尾
瀬
に
生
え
る
ヒ

メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
に
も

出
合
う
。
地
衣
植
物
の
種
の
多
い
こ
と
。

ま
さ
に
こ
れ
を
見
に
来
た
の
だ
。

６
日
日
、
六
輪
駆
動
車
で
露
天
温
泉

の
ロ
ド
ニ
コ
ヴ
ァ
ヤ
Ｂ
Ｃ
に
向
か
う
。

道
な
き
道
を
進
み
、
高
山
植
物
群
落
、

雪
原
の
上
で
も
進
み
、
や
っ
と
着
い
た

露
天
風
呂
で
水
泳
に
興
じ
、
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
の
山
奥
深
い
高
原
を
楽
し
む
。
７

日
日
、
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
ヘ
戻

っ

た
。
最
終
日
２０
日
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ

ク
経
由
で
新
潟
空
港
に
帰
る
。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
は
半
島
全
部
が
世
界

遺
産
に
指
定
さ
れ
た
多
数
の
火
山
で
成

り
立
ち
、
地
形
的
に
は
日
本
列
島
に
似

て
い
る
。
高
山
植
物
帯
で
も
同
じ
東
ア

ジ
ア
植
物
帯
に
属
す
る
類
似
の
自
然
が

味
わ
え
、
環
境
破
壊
の
無
い
時
代
の
日

本
に
タ
イ
ム

・
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ

っ
た
。
さ
ら
に
、
エ
リ
ゾ
ヴ
ォ
市
郊
外

で
立
ち
寄

っ
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ハ
ウ
ス

で
は
、
山
菜
料
理
や
燻
製
鮭
に
舌
つ
づ

み
を
う
ち
、
ウ
ォ
ッ
カ
に
酔
い
し
び
れ
、

ロ
シ
ア
音
楽
と
哀
愁
を
お
び
た
歌
声
を

聞
き
、
極
東
ロ
シ
ア
の
最
果
て
の
民
族

文
化
に
触
れ
た
。

南
北
に
長
い
日
本
列
島
と
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
半
島
に
、
氷
河
期
と
問
氷
河
期
の

寒
暖
差
を
生
き
の
び
た
高
山
植
物
を
は

じ
め
各
種
の
落
葉
樹
林
な
ど
、
世
界
的

に
も
類
を
見
な
い
多
種
の
植
物
群
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
『日
本
の
山
は

な
ぜ
美
し
い
―
山
の
自
然
学

へ
の
招

待
』
（小
泉
武
栄
著
）
を
確
認
で
き
た
有

意
義
な
山
旅
で
あ
っ
た
。

（船
橋

明
）

第
９
回
・韓
国
シ
リ
ー
ズ

ー
徳
裕
山
、
馬
耳
山
、
逍
遥
山
―

５
月
２１
日
、
仁
川
空
港
に
参
加
者
１７

名
が
集
合
。

２２
日
、
九
千
洞
よ
り
徳
裕
山
に
向
け

て
登
山
開
始
。
白
連
寺
ま
で
６
キ

ロ
の
道

は
舗
装
し
て
あ
り
、
両
側
に
シ
ロ
サ
ツ

キ
や
ゴ
ヨ
ウ
ツ
ツ
ジ
が
咲
い
て
い
る
。

青
流
洞
を
過
ぎ
る
と
カ
エ
デ
や
松
が
増

え
て
く
る
。
親
岱
橋
の
先
に
養
魚
場
が

あ
り
、
エ
ゴ
ノ
キ
の
白
い
花
が
あ
ち
こ

ち
に
見
え
だ
す
。
琴
浦
灘
に
着
く
と
オ

オ
ヤ
マ
レ
ン
グ
が
目
立

っ
て
き
た
。
九

千
瀑
布
、
四
天
王
像
を
過
ぎ
る
と
白
連

寺
の
山
門
が
あ
る
。
立
派
な
伽
藍
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
は
か
な
り
の
急
勾
配
が

続
く
。
岩
道
に
入
っ
た
と
た
ん
雨
が
降

り
始
め
る
。

１２
時
１７
分
、
標
高
１
６
１
４
際
川
の
徳

裕
山
項
上
に
着
く
。
寒
い
せ
い
か
チ
ョ

ル
チ
ュ
ク
は
咲
い
て
い
な
い
。
別
行
動

の
４
名
は
、
茂
朱
ス
キ
ー
場
を
１０
時
始

発
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
、
ソ
ル
チ
ョ

ン
峯
に
登

っ
た
。
徳
裕
山
の
北
の
稜
線

上
に
あ
り
、
山
項
ま
で
３０
分
の
木
道
が

あ
る
が
、
時
間
が
早
す
ぎ
本
隊
と
は
会

え
な
か
っ
た
。
雨
が
降
り
、
風
も
強
い
。

ゴ
ン
ド
ラ
の
運
行
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
を
懸
念
し
、
早
々
に
下
山
し
た
。

本
隊
は
、
項
上
を
１３
時
出
発
。
草
原
の

下
り
は
長
く
、

１７
時
３０
分
、
安
城
面
に

下
山
し
、
バ
ス
で
全
州
に
向
か
う
。

２３
日
、
豆
腐
料
理
の
店
で
朝
食
後
、

南
面
か
ら
馬
耳
山
に
向
か
う
。
金
色
で

タ

プ

サ

装
飾
さ
れ
た
金
塘
寺
を
経
て
、
塔
寺
へ
。

こ
こ
の
大
雄
殿
に
は
全
国
か
ら
集
め
ら

れ
た
石
が
積
ん
で
あ
る
。
隠
寿
寺
を
経

て
、
女
岳
と
男
岳
の
鞍
部
に
階
段
登
高

す
る
。
女
岳
は
２
年
前
か
ら
１０
年
間
登

山
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
男
岳
は
以
前

か
ら
禁
止
で
あ
る
。
同
じ
階
段
を
戻
り

北
面
の
駐
車
場
か
ら
ソ
ウ
ル
に
向
か
い
、

明
洞
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
。

ス

　
ユ

２４
日
、
水
鍮
駅
か
ら
市
内
バ
ス
の
逍

遥
山
行
き
に
乗
車
す
る

（所
要
１
時
間

３０
分
）
。広
い
駐
車
場
か
ら
逍
遥
山
ま
で

意
外
に
時
間
が
か
か
り
、
夕
食
の
打
ち

上
げ
に
な
ん
と
か
間
に
あ
っ
た
。

２５
日
、
仁
川
空
港
よ
り
帰
国
し
た
。

来
年
は
１０
回
日
と
な
る
。
雪
岳
山
の

渓
谷
を
再
び
登
り
、
有
終
の
美
と
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（石
田
稔
郎
）

バチカゼツ高原のお花畑で (写真=西田 進)
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『森
林
は
モ
リ
や
ハ
ヤ
シ
で
は
な
い

―
私
の
森
林
一理

に
入
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
は
さ
ん

で
約
２０
年
間
勤
務
の
後
、
母
校
の
教
授

と
し
て
森
林
生
態
学
の
研
究
に
携
わ
り

現
在
に
至

っ
て
い
る
。
本
著
は
、
老
齢

に
な
っ
た
著
者
が
、
最
後
の
気
力
を
振

り
絞

っ
て
編
集
し
た
回
顧
録
に
近
い
貴

重
な
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。

著
者
は
、
林
野
庁
出
身
の
学
者
で
あ

り
な
が
ら
、
戦
後
林
野
庁
が
日
本
全
国

で
推
し
進
め
た
拡
大
造
林
政
策
に
大
き

な
疑
問
符
を
投
げ
か
け
て
き
た
。
日
本

は
、
戦
後
の
復
興
需
要
に
充
当
す
る
た

め
、
自
然
林
を
大
面
積
に
わ
た
っ
て
皆

伐
し
て
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ

の
針
葉
樹
の

一
斉
造
林
を
行
な
っ
て
き

た
。
い
わ
ゆ
る
拡
大
造
林
と
呼
ば
れ
る

政
策
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
自
然
の
森
林
は
、
同

一
樹

種
同

一
樹
齢
か
ら
な
る
も
の
で
は
な
く

て
、
多
様
な
樹
種
、
多
様
な
樹
齢
か
ら

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
単

一
の

針
葉
樹
で

一
斉
造
林
す
れ
ば
、
災
害
に

弱
く
、
生
物
多
様
性
に
欠
け
た
森
が
出

轟
剛
Ｈ盤
瓢Ｖ

四
千
井
綱
英

本
書
を
読
み
進
む
う
ち
に
、
こ
の
題

名
の
中
に
著
者
の
森
林
に
対
す
る
深
い

思
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い

と
思
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
森
林
と
い

う
言
葉
の
本
来
の
意
味
は
、
日
本
で
い

う
モ
リ
と
か
ハ
ヤ
シ
を
表
わ
す
総
合
語

で
は
な
く
、
深
林
す
な
わ
ち

「深
い
林
」

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
自
然
の
奥
山
の
森

を
表
わ
す
こ
と
ば
だ
と
い
う
。

著
者
は
、
今
年
９５
歳
に
な
る
。
１
９

３
６
年
、
京
都
大
学
農
学
部
林
学
科
を

卒
業
し
て
山
林
局

（現
在
の
林
野
庁
）

図
書
紹
介

2006笙平・6月
ナカニシヤ出版刊
四六判 277'~
定価 2100円

来
て
し
ま
う
。
人
工
造
林
す
る
に
し
て

も
、
可
能
な
限
り
自
然
の
生
態
に
近
い

形
を
指
向
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
も

し
林
野
行
政
が
も

っ
と
著
者
の
意
見
に

耳
を
傾
け
て
い
た
な
ら
ば
、
今
日
の
日

本
の
森
林
形
態
や
林
業
の
形
態
は
大
き

く
変
わ

っ
て
い
た
は
ず
だ
と
思
う
と
残

念
で
な
ら
な
い
。

著
者
は
、
里
山
と
い
う
こ
と
ば
の
名

づ
け
親
で
も
あ
る
だ
け
あ
っ
て
、
低
地

林
に
つ
い
て
も

一
家
言
を
持

っ
て
い
る
。

京
都
近
郊
は
暖
温
帯
林
地
帯
で
、
農

業
の
近
代
化
な
ど
で
二
次
林
が
利
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
放
置
さ
れ
る
と
、
や
が

て
、
常
緑
の
シ
イ
や
カ
シ
な
ど
の
暗
い

照
葉
樹
林
へ
と
遷
移
す
る
。
自
然
の
遷

移
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
る
が
、
ア
カ
マ
ツ
の
林
や
落
葉
樹

の
雑
木
林
の
方
が
、
明
る
く
生
物
多
様

性
に
富
ん
で
い
る
か
ら
、
ぜ
ひ
大
切
に

し
て
残
す
工
夫
を
す
べ
き
で
あ
る
と
著

者
は
い
う
。

同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
で
森
づ
く
り
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
東
海
支
部
の
「猿

投
の
森
づ
く
り
の
会
」
は
、
わ
が
意
を

得
た
り
で
あ
ろ
う
。

（山
川
陽

一
）

野
中

至
／
野
中
千
代
子

・
著

大
森
久
雄

・
編

『富
士
案
内
　
芙
蓉
日
記
』

野
中
至
は
気
象
学
の
専
門
家
で
は
な

か
っ
た
が
、
い
ち
早
く
高
層
気
象
観
測

の
重
要
性
を
熱
烈
に
提
唱
し
、
私
財
を

投
じ
て
富
士
山
頂
の
測
候
所
建
設
に
邁

進
す
る
。
明
治
２８
年
の
秋
か
ら
１２
月
ま

で
苛
烈
な
条
件
の
な
か
で
、
貧
相
な
小

屋
に
滞
在
し
て
観
測
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
野
中
夫
人

・
千
代
子
は
、
夫
の
苦

労
ぶ
り
、
打
ち
込
み
ぶ
り
を
見
か
ね
て
、

山
項
に
登

っ
て
夫
を
助
け
る
。
そ
う
し

た
明
治
人
の
気
骨
と
夫
婦
愛
あ
ふ
れ
る

手
記
、
実
録
を
、
『富
士
案
内
』
（明
治

３４
年
、
春
陽
堂
発
行
）
か
ら
至
自
身
の

執
筆
し
た
お
も
な
も
の
を
収
録
し
、
千

代
子
の
「芙
蓉
日
記
」
を
掲
載
し
た
の
が

本
書
で
あ
る
。

近
代
の

「富
士
登
山
案
内
」
と
し
て

は
最
初
の
も
の
だ
ろ
う
。
山
麓
の
都
市

と
史
跡
案
内
、
登
山
ル
ー
ト
解
説
、
名

産
品
、
費
用
な
ど
、
と
て
も
行
き
届
い

2006年 1月
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て
い
る
。

野
中
自
身
が
２
回
目
の
挑
戦
で
成
功

す
る
厳
冬
期
初
登
項
記
は
、
当
時
の
貧

弱
な
装
備
と
乏
し
い
情
報
の
な
か
で
、

無
謀
と
紙

一
重
の
冒
険
行
が
な
ま
な
ま

し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
の
当
時
、

「寒
中
登
山
」
を
奨
励
し
て
い
る
の
は

驚
き
だ
。
「観
測
所
設
立
の
顛
末
」
や

「寒
中
滞
在
記
」
は
過
酷
な
環
境
の
な

か
で
の
活
動
が
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い

て
、
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
熱
意
と
使

命
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

千
代
子
夫
人
の

「芙
蓉
日
記
」
は
、

夫
妻
が
山
項
か
ら
救
出
さ
れ
た
直
後
に

「報
知
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
の
だ
が
、

そ
の
後
は
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く
、

今
回
全
文
が
再
録
さ
れ
た
珍
し
い
も
の

だ
。夫

の
苦
労
ぶ
り
を
見
か
ね
て
、
姑
の

許
可
を
取
り
つ
け
、
親
の
も
と
に
乳
飲

み
子
を
預
け
て
、
富
士
山
に
向
か
う
経

緯
か
ら
、
山
項
の
厳
し
い
自
然
条
件
、

苦
し
い
生
活
、
観
測
活
動
と
無
念
の
下

山
に
い
た
る
ま
で
を
冷
静
か
つ
詳
細
に

伝
え
て
い
て
、
慈
愛
と
叙
情
に
満
ち
て

い
る
。
枕
草
子
を
超
え
る
格
調
高
い
文

章
と
和
歌
は
、
明
治
時
代
の
女
性
の
教

養
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
る
が
、
詳
し
い
編

集
注
の
お
か
げ
で
、
あ
ぎ
や
か
な
文
語

文
も
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
千
代

子
は
、
も
ち
ろ
ん
冬
季
登
項
と
山
項
滞

在
の
女
性
第
１
号
だ
。

中
村
不
折
の
挿
絵
は
明
治
時
代
の
登

山
風
俗
と
沿
道
の
景
観
を
伝
え
て
い
る
。

（松
沢
節
夫
）

西
口
正
司

・
著

『自
神
物
語
―
マ
タ
ギ
が
愛
し
た
奇

跡
の
山
々
』

白
神
山
地
は
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
壮
大
な
ブ
ナ
原
生
林
や
、
美
し

い
渓
谷
の
拡
が
る
秘
境
で
あ
る
。

こ
の
物
語
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

日
本
が
復
興
に
立
ち
上
が
り
、
神
武
景

気
が
始
ま
る
ま
で
の
、
官
民

一
体
と
な

っ
て

「津
軽
に
電
気
を
」
と
望
ん
で
い

た
頃
の
、
セ
ミ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

あ
る
。

行
政
改
革
で
今
は
そ
の
名
が
消
え
て

し
ま
っ
た
陸
奥
岩
崎
村
で
は
、
人
々
は

古
来
の
伝
承
や
山
の
神
を
信
じ
て
海
山

の
幸
な
ど
を
楽
し
み
、
マ
タ
ギ
は
自
由

に
熊
狩
り
を
行
な
っ
て
、
山
の
恵
み
に

2006笙平・3月
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浸

っ
て
い
た
。

白
神
や
岩
崎
村
を
こ
よ
な
く
愛
し
た

著
者
は
、
大
池
発
電
所
開
発
の
話
を
通

じ
て
、
マ
タ
ギ
と
犬
、
マ
タ
ギ
や
村
民

と
電
力
社
員
間
の
交
流
な
ど
、
日
承
に

よ
っ
て
暖
か
く
再
現
。
そ
れ
と
と
も
に
、

自
神
岳
、
向
白
神
岳
、
天
狗
岳
と
か
、

周
辺
の
沢
、
青
池
や
岩
礁
の
岩
崎
海
岸
、

あ
る
い
は
ク
マ
グ
ラ
、
イ
ワ
ナ
、
サ
ワ

グ
ル
ミ
、
マ
イ
タ
ケ
に
至
る
豊
か
な
生

態
系
に
つ
い
て
も
、
秘
境
の
姿
を
明
ら

か
に
し
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
や
、
今

や
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
人
々
の
心
の
輝
き

や
、
運
し
い
生
活
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
（中
村
純
三
）

デ
レ
ッ
ク
・ウ
ォ
ー
ラ
ー

・
著

諏
訪
順

一
・
訳

『バ
ン
デ
ィ
ツ
ト
ー
チ
ベ
ッ
ト
・中
央

ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
国
測
量
史
の

一

側
面
―
』

こ
こ
で
い
う
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
と
は
、

十
九
世
紀
後
半
に
、
イ
ン
ド
測
量
局
が

チ
ベ
ッ
ト
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け

20064手、4月
日本山書の会刊
A5半1 5289~
頒価 3000円

バンデイツト

る
地
形
測
量
の
た
め
に
派
遣
し
た
イ
ン

ド
人
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
は
チ
ベ
ッ
ト
も
中
央
ア
ジ
ア
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
入
国
を
禁
止
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
人
を
使

っ

て
、
密
か
に
、
正
式
な
測
量
器
具
を
携

行
せ
ず
に
調
査
を
行
な
っ
た
。
バ
ン
デ

ィ
ッ
ト
は
い
わ
ば
、
秘
密
調
査
員
で
あ

る
。
単
独
で
現
地
の
住
民
た
ち
に
気
づ

か
れ
な
い
よ
う
に
調
べ
る
の
は
、
大
変

な
苦
労
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ
ン
デ

ィ
ッ
ト
た
ち
が
も
た
ら
し
た
成
果
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

チ
ベ
ッ
ト
や
中
央
ア
ジ
ア
の
地
理
の

一

部
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
い

%〕ば3LASTRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ

ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡ください。

彗嚢アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 16∞008東京都新宿区三栄町25三栄ハウス202 TEL03‐3341‐0030

大阪/〒 540・0012大阪市中央区谷町3-4-5中央谷町ビル
"1号

 TEL O卜 694G9111

名古屋/〒 464,0807名 古屋区千穂区東山通り5-113オークラビル6F TEL 052‐ 鶴82422
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年次晩餐会名古屋開催について

東海支部

創立101年 目の本年の年次晩餐会は初の地方開催として

名古屋で行なわれます。概略は以下のとおりです。
詳細については逐次報告します。

日時 平成18年 12月 2日 0 15時受付開始

場所 ウェスティンナゴヤキャッスル「天守の間」
改装完了されたばかりで、ライトアップされた名
古屋城金のシャチを望める素晴らしい会場です。

内容 15時 展示会 中央分水嶺踏査結果報告など
16時 記念講演会
今名古屋が、東海支部が元気 (仮題)

一
その秘密を明かす骸 列伝―

17時45分頃～20時30分頃  晩餐会

宿泊 当日の宿泊は名古屋城を見ながら豪華なお泊りが
できる晩餐会場のホテル、またはカジュアルなビ
ジネスホテル「ルートイン東別院」を用意してお

ります (バスでお送りします)。

記念山行 12月 3日 (日 )

2つのコースを予定、いずれかにお申込下さい。

①猿投の森～猿投山 ②鈴鹿 御在所山
いずれの山行にも趣向を凝らしています。

申込み 10月 下旬に全会員に案内状が発送されます。

１

日

２

日

４

日

５

日

７

日

８

日

２１

日

９
ん
コ
Ｊ

９
ん
Ｅ
Ｌ

２３

日

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

百
年
史
委
員
会
　
山
岳
地
理
ク

ラ
ブ

資
料
映
像
委
員
会

山
水
会

総
務
委
員
会

百
周
年
記
念
事
業
委
員
会
　
支

部
化
促
進
委
員
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

ｍｗ△
ム

麗
山
会
　
つ
く
も
会

２４
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
山
遊
会

ゆ
き
わ
り
会

２８
日
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
０１
会

２９
日
　
図
書
委
員
会
　
資
料
委
員
会

３０
日
　
指
導
委
員
会
　
マ
ナ
ス
ル
壮
行
会

３１
日
　
資
料
委
員
会
　
高
尾
の
森
実
行

委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
　
　
８
月
来
室
者
２９８
名

会
員
異
動

（８
月
）

物
故

榎
本
　
進

（３
９
０
７
）
０６

ｏ
８

ｏ
ｌ５

退
会

熊
谷
正
志

（８
９
４
１
）

宮
城

熊
谷
藤
子

（９
３
１
０
）

宮
城

木
村
　
清

（１
１
２
３
１
）
東
海

著 者 書   名

図書受入報告 (2006年 8月 )

ベージ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈/購入別

大野剛義

三浦敬三

白川義員

NPO法人 山のECHO(編 )

D.Zurick&J.Pacheco

Wprowadzenle

Gory Azji

Jan Kielkowski

団塊諸君山もいいぞ
―

夢と勇気とサムマネー

101歳の少年

白川義員作品集 HIMALAYA(愛 蔵版)

山のデータブック(第 1集 )

11lustrated Atlas of the Hilnalaya

W・ielka Encyk10pedia gor I Alpinizmu(Tom I)

Wielka Encyklopedia gor I Alpinizmu(Tom Ⅱ)

Eastern Baltoro Mustagh

247pp/20crn

189pp/20crrl

/36cm

364pp/30crn

21lpp/27x34cIIl

534pp/25crn

805pp/25cIIl

176pp/21crn

日本経済新聞社

実業之日本社

小学館

NPO法 人 山のECHO

Univ.Press of Kentucky

Stapls

Stapls

Explo

出版社寄贈

出版社寄贈

進藤弘氏寄贈

発行者寄贈

購入

J.Kielkowski氏 寄贈

J.Kielkowski氏 寄贈

著者寄贈

2006

2005

1975

2005

2006

2005

2005

2005

ておきた 《グレート

A5判 /384頁 定価

ヨ‐―・ロッノ

過酷なグレート・ゲームとは!

自水社

虜■LL_ 株式会社ウェック・トレック
ニ 」F■

「

■″中   国土交通大臣登躙閥耐椰 662号 /日
'村

樹■業協会正会員

〒105-0∞ 3東京都港区西新橋3-24-8山内ビル4階

電話 03-3437-8848E一 MAL ittЮeveЮ stco」p

■ 17

準素野雲薔凛瞥辞ヤンプ1‐ 5順 1曜7■11畑

¥578,000

背景に、インド測量局の密偵 《バンディット》
を中心に描く大ヒマラヤ探検の軌跡!
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大 雨 の 残 して い つ た も の

山研管理人 内野慎―

バスターミナルから河童橋へ向かって歩く

人々から、川沿いに出たところでまず歓声が

あがる。穂高が見えて「わあ― !すごい」、梓

川の流れを見て「きれいな水 !」、夏休みは子

供たちの甲高い声でいっそう賑やかだ。

ふと、7月 中旬の豪雨を思い出す。山研の

建物の周りを見回っていた時、裏の善六沢の

奥の方から飛行機の轟音のような音が聞こえ

た。その音は飛行機と違って、同じ方向から

長く続いていた。今にして思えば、土砂崩れ

の地鳴りだったのだろう。あの時、草木をな

ぎ倒して鉄砲水が襲ってくるような錯覚に襲

われて、怖くて、足が勝手に山研の玄関に向

かっていた。

上高地には、あの大雨の残していった傷跡

がいくつもある。そのことを、夏の観光客は

一体どのくらい気づいていっただろうか。

梓川は流れを変えた。砂丘のような河原を

作り、大木をその激流で運んできた。

砂の堆積は善六沢でも顕著だ。遊歩道が沢

と交わる辺りでは、笹藪が厚い砂に覆われて

しまい、上の葉っぱだけがなんとか顔をのぞ

かせている。それは砂浜のような景色と化し、

私は「善六ビーチ」と名づけた。

遊歩道は、小石交じりの固い地面だが、所々

に砂っぽくて柔らかく感じる場所がある。そ

の周りを見ると、草や笹が同じ方向に寝てい

て、水が流れていたことがわかる。大雨の被

害の跡である。

大雨で沢が荒れ、半月が過ぎても、水場か

らは一滴の水も得られなかった。雨天続きで、

そこらじゅうに水があるというのにおかしな

西穂側斜面の崩落と梓川の流木 (小梨平から)

話だ。大変だったが、雨水をバケツに貯めた

り、雨の後だけ流れる「幻の沢」を臨時の水

場にしたり、あるものでなんとか工夫すると

いう生活も貴重な経験であった。

梅雨が明けた8月 は、昨年より大勢の方々

が山研を利用してくださった。水の確保に苦

労していることをご理解いただき、風呂や炊

事などの節水に、快く協力していただいた。

感謝申しあげたい。

あたりまえのことかもしれないが、上高地

は自然のど真ん中にあるということを、今回

改めて感じた。そう考えると、今回の数十年

に 1度という大雨も、永い自然の営みから見

れば大したことではないのかもしれない。あ

の大雨の傷あともだんだんと周囲に溶けこん

でいって、いつしか分からなくなってしまう

ことだろうと思う。そして、忘れられてしま

うのかもしれない。

大雨を目の当たりで体験した者として、ま

だ傷跡が残っているうちに、ぜひ、皆さん自

身の日で見ていただき、自然の驚異と力強さ

を感じていただきたいと思う。

菫 18
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覺
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■、ぃ

◆
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開

催
の
お
知
ら
せ
　
　
　
　
総
務
委
員
会

今
後
、
会
員
と
し
て
充
実
し
た
活
動

を
行
な
う
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ご
出
席

下
さ
い
。
詳
細
は
、
該
当
会
員
に
案
内

書
を
郵
送
し
ま
す
。

日
時
　
１０
月
２８
日
０
１３
時
よ
り

場
所
　
山
岳
会
集
会
室

＊
該
当
会
員
は
、
会
員
番
号
が
１
４
２

０
７
番
以
降
の
方
と
な
り
ま
す

◆
第
２３
回
図
書
交
換
会
の
出
品
図
書

裏
〓栗
　
　
　
　
　
　
　
　
図
圭
果
〓
員
会

０７
年
３
月
開
催
予
定
の
図
書
交
換
会

へ
の
出
品
図
書
を
募
集
し
ま
す
。

１０
月

末
日
ま
で
に

「日
本
山
岳
会

・
図
書
委

員
会
」
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
会
員

番
号
と
電
話
連
絡
先
も
明
記
し
て
く
だ

さ
い

（図
書
交
換
会
の
概
要
は
８
バー
に

掲
載
）
。

＊
問
合
は
、
図
書
委
員
会
の
三
好
ま
き

子
ま
で

（Ш
０
９
０
１
８
０
１
９
１
８
６

０
１
　
回
〓
轟
Ｓ
◎
Ｆ
８
‥Ｏｏ８
む
）

◆
名
作
が
甦
る

「山
岳
映
画
と
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
」
　

　

　

資
料
映
像
委
員
会

往
年
の
ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
っ
た
ガ
ス

ト
ン

・
レ
ビ
ュ
フ
ァ
の
名
作
を
上
映
。

監
修
と
日
本
語
字
幕
を
担
当
さ
れ
た
近

藤
等
氏
の
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
も
行
な
う
。

日
時
　
１０
月
３
日
ω

場
所
　
山
岳
会
集
会
室

題
名
　
「星
に
の
ば
さ
れ
た
ザ
イ
ル
」

お
話
　
近
藤
等
名
誉
会
員

（予
定
）

問
合

・
申
込
　
羽
田
栄
治
ま
で

（口
０

３
１
３
３
９
９
１
３
９
７
５
）

＊
無
料
で
す

◆

自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
八
ケ
岳
＆
勝
沼

自
然
保
護
委
員
会
後
援

今
年
、

２０
回
を
数
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

ー
Ｎ
は
、
こ
の
秋
記
念
集
会
を
開
催
。

日
程
　
１０
月
２７
日
０
～
２９
日
同

場
所
　
上
田
市

・
八
ケ
岳
周
辺

・
勝
沼

行
程
　
●
２７
日
　
新
宿
発

●
２８
日
　
Ａ
班
＝
編
笠
山
登
山
、

Ｂ
班
＝
北
八
ヶ
岳
方
面
散
策

夕
刻
か
ら

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ

勝
沼
」
（第
２０
回
記
念
集
会
）

会
食
と
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

●
２９
日
　
午
前
中
ぶ
ど
う
狩
り

午
後
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
勝
沼
」

費
用
　
約
２
万
４
千
円

（２
泊
６
食
、

保
険
料
他
）

＊
バ
ス
代
は
別
途
１
万
２
千
円
必
要

申
込

・
問
合
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
の

近
藤
緑
ま
で

（田
０
３
‐
３
３
９
５
‐
０

３
２
６
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
送
り
ま
す

◆
プ
モ
リ
峰
研
究
会
へ
の
お
誘
い

公
募
登
山
へ
は
手
が
挙
げ
に
く
い
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
満
足
が
ゆ
か
ぬ
。

だ
が
、
便
利
な
も
の
や
、
制
度
は
利
用

し
て
登
山
実
施
に
繋
げ
た
い
。
こ
の
よ

う
な
考
え
を
持

っ
て
７
０
０
０
房
峰
登

山
を
希
望
し
て
い
る
会
員
と
研
究
会
を

開
催
。

７０
歳
前
後
の
熟
年
会
員
の
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
１０
月
３０
日
０
１８
時
～
２０
時

場
所
　
山
岳
会
会
議
室

内
容
　
プ
モ
リ
文
献
の
記
録
検
討
、
高

所
登
山
医
学
、
登
山
戦
略
研
究

等

申
込

・
問
合
　
三
渡
忠
臣
ま
で

（田
０

４

２

１

６

２

５

１

０

５

５

１

回
け・ヨ
〓
”Ｓ
■
Ｏ
Ч
ぴ
ぴ
』
①
む
）

◆

岩
切
琴
泰
個
展

ス
イ
ス
を
中
心
に
１０
カ
国
の
風
景
を
、

水
彩
と
油
彩
で
約
４０
点
を
展
示
。

会
期
　
１０
月
１６
日
側
～
２２
日
同

（Ｈ
時
～
１８
時
３０
分
、最
終
日
は

１７
時
ま
で
）

場
所
　
銀
座
　
渋
谷
画
廊
（口
０
３
１
３

５
７
１
‐
０
１
４
０
）

・
訂
正
と
お
詫
び

８
月

（７
３
５
）
号
５
パ
‐
２
段
４
行
、

「地
下
４０
肝
」
は

「地
下
４０
費
／」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

〓
編
集
後
記
〓

●
山
岳
会
に
広
報
委
員
会
が
生
ま
れ
、

ま
ず
は
在
京
の
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
の

山
岳
担
当
の
記
者
の
方
た
ち
に
集
ま
っ
　
９

て
い
た
だ
き
、
広
報
連
絡
会
を
開
き
ま
　
爾

し
た
。
山
の
事
故
の
増
加
や
若
年
層
の

山
ば
な
れ
な
ど
、
厳
し
い
登
山
界
に
あ

っ
て
、
山
岳
関
連
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
連

携
を
密
に
し
よ
う
と
始
め
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
次
号
で
。
　

　

（神
長
幹
雄
）
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